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　、翼蛮紙を建矯していまず

　　　　　　　響羅1＿・『
　　　　　　　　　　臓一
第50画松之由スキー競技大会2／6

高橋英次さん（松乃綱磁）スタート

商橋さんは、錘年この大会に参獺しており、

25Q名のアルペン競技参癩選手中簸腐齢の65歳

でした。スタート時は、知り含いが多いため、

盛んに声援を受けていました．滑り患すと年齢

を感じさせない滝りで晃事ゴールし豪した。

数響
瓶蝋

圃圃回團
おめでた（出生〉
ドみく

未来ちゃん　小聾塚茂・弓子さん

　　　　　　　東　桝（萩　宅〉
しにぬ

基ちゃん　蕎橋春雄・佐千枝さん

　　　　　　　天水島（千倉〉

おくやみ（死亡〉

俊藤福榮一さん　74歳　天水越（鹿島屋）

蕎橋謙一さん88歳　中　尾（平　吉〉

蝦月蝦から覇3蝦までの麗繊分です。

串広報に載せてほしくない方は、煽患の時に

窓口にお議ください．

傭
　　　　　三月3三鷺筆髭ぞ翌

総人鶯　3，259入←一2〉

　男　1，572人〈…2〉

　女　　圭，687入　（　0　）

灘帯数　玉，捻6芦（＋2〉

　　　（〉内は離月との比較

町民憲章，爾、，53年，朧

わたしたちは松之由驚疑です．郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の奮露葉

　1、美しい緑と欝の中で

　　　　心豊かな人になろう

ちブナの糖が触れ奮うように

　　　　連体σ）心をもとう

！、湧きいづる湯豪のように

　　　　翻造のカを隔めよう

3月2・9・16・23・30礪～2塒

　　　　　砥
董月～4月は海週木曜獲が休館鐵です。
（ただし、鉢館環が祝祭βの場合は、翌臼が
休みとな蚤ノます。〉

え・うちのおかあさん

　
　
灘

　
　
　
　
　
　
藁

幅　灘

わたなべたくや〈ん

　　東寅（谷〉

ママと妹のあやちゃんがおんもで遊んでいる絵です。

ママは本を読んでくれるので好きですp

やまぎしなおや〈ん

　新出（倉の下〉

お母さんが仕纂に行くところの絵です。体がうまく

できました．優しいところが好きです。

◇茎月の鐵采事　　　　　　　　　2711

613　溝防串初め式

玉5疑　ムコ投げ・スミぬり祭

◇2月”縫～3月沁段の予定

鴛ヨ　越後松之撫豪零塾

2蓑i

5縫

8欝

9沼　県立蕩校・“般入試

　　スノーボード．起会

　　松高卒業式

　　モーグル選季権大会

　　中！鉾を交1挙1業式

　
夢
日
記
よ
り

　
松
之
山
町
は
、
人
が
綾
ん
で
る
町

と
し
て
は
、
轍
騨
袴
数
の
豪
鱈
地
帯

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
し
か
し
、

歴
吏
は
吉
く
平
安
時
代
以
葡
か
ら

獺
作
を
し
、
建
像
し
て
き
ま
し
た
。

松
之
山
町
の
歴
史
は
、
あ
る
意
昧
雲

と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
る
と
い
え

象
す
．
し
か
し
、
こ
の
欝
が
あ
る
か

ら
こ
そ
松
之
出
町
に
人
が
住
ん
で

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
．
春
の
難

解
け
水
や
豊
寓
な
地
下
水
に
よ
り
、

穏
作
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
す
．
少

璽
の
無
は
、
夏
に
天
候
不
願
に
な
る

と
も
欝
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
霧
の
冬

改
め
て
霧
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
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耕
作
放
棄
を
防
ぐ
た
め

直
接
支
払
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
中
山
筒
地
域
等
に
対
す
る
直
接
支
払
倒
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
．
中
出
間
地
域
等
へ
の
直
接
支
払
制
度
は
我
が
團
で
も
初
め

て
の
試
み
で
、
松
之
山
町
で
も
約
七
蒼
診
の
農
地
が
こ
の
綱
度
の
対
象
農

地
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
中
由
閣
地
域
等
直
接
支
払
鋼
度
の
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

直
接
支

　
何
で

　
中
山
問
地
域
は
流
域
の
h
流
部
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
串
由
問
地
竣

の
農
業
が
持
つ
て
い
る
水
源
瀬
養
機

能
や
洪
水
防
翫
な
ど
の
鰯
土
保
全
機

能
な
ど
の
多
癒
的
機
能
に
よ
っ
て
、

下
流
域
の
都
甫
舵
疑
を
倉
む
多
く
の

顛
縦
の
愈
命
と
財
産
と
豊
か
な
馨
ら

し
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
中
撫
聞
地
域
で
は
、
平

地
に
比
べ
て
自
然
的
・
経
済
的
・
祇

会
的
条
件
が
不
測
で
あ
り
、
縞
齢
化

や
適
疎
化
が
進
み
、
担
い
畢
の
減
少

や
耕
作
放
棄
が
贈
擁
し
て
い
ま
す
．

こ
れ
ら
に
よ
り
、
申
山
簡
地
域
の
農

業
が
持
つ
多
藤
的
機
能
が
低
ド
し
、

翻
民
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
経
済

的
損
失
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
．

　
中
磁
間
地
域
等
薩
接
支
払
鋼
度
は
、

農
薬
生
産
条
稗
が
不
利
な
地
域
で
の

耕
作
放
棄
発
熱
を
防
ぎ
、
農
業
盤
塵

濡
動
等
を
継
続
約
に
行
う
こ
と
で
、

農
業
駕
産
の
維
持
を
図
り
つ
つ
園
ぬ

の
保
全
や
、
水
源
濡
養
な
ど
の
多
爾

的
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
挑
産

条
件
の
格
差
を
直
接
的
に
補
瓶
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
次
の
饗
件
に
該
轟
す
る
鷹
産
条
偉

が
不
利
で
、
耕
作
放
簗
の
発
懲
が
心

醗
さ
れ
る
農
襯
地
区
域
内
の
王
鈴

以
無
の
｝
鑓
の
農
地
で
す
．

①
急
傾
斜
地
（
類
斜
度
王
／
2
0
以
上
〉

　
の
醗
及
び
醜
畔

②
緩
傾
斜
農
地
（
傾
斜
度
ユ
／
㎜
～

　
1
／
2
0
で
急
傾
斜
農
地
に
連
擦
し

　
て
い
る
農
地
、
蕩
齢
化
率
・
耕
作

　
放
棄
率
の
嵩
い
農
地
）
の
細
及
び

　
髄
畔

　
協
建
に
基
づ
き
、
五
奪
以
上
継
続

し
て
農
業
盤
産
濡
動
を
行
う
畜
を
対

療
潔
と
し
ま
す
。

⑦
「
集
落
協
建
橘
に
か
か
る
農
地
に

　
お
い
て
、
耕
作
、
農
地
管
理
等
を

　
弩
う
鞍
（
農
業
生
産
法
人
、
生
産

　
組
禽
、
第
鷺
セ
ク
タ
ー
等
を
含

　
む
〉

⑫
「
欄
溺
協
建
繍
に
係
る
農
地
の
耕

　
作
を
剃
き
受
け
る
認
建
農
業
煮
、

　
第
．
セ
ク
タ
！
等
。

　
申
撫
間
地
域
等
で
営
農
活
動
を
定

藩
さ
せ
、
耕
作
放
棄
を
防
血
す
る
と

い
う
薩
接
支
払
の
鋳
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
集
落
の
持
つ
諸
機
能
を
繕

用
す
る
「
集
落
協
驚
鳳
を
策
建
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
欝
と
し

て
は
、
対
象
地
域
の
範
囲
、
構
成
翼

の
役
翻
分
撫
、
薩
接
支
払
額
の
醗
分

2

方
法
、
短
隷
行
為
と
し
て
取
り
維
む

箏
項
、
態
産
盤
収
益
陶
と
に
よ
る
漸

得
増
癩
や
担
い
蕃
の
定
管
等
に
醐
す

る
贋
標
、
新
規
就
農
潔
の
受
け
入
れ

方
法
等
、
集
落
の
総
瓜
力
の
発
揮
に

醐
す
る
事
項
等
に
な
っ
て
い
ま
す
．

直
接
支
払
の
額
劉

に
な
り
ま
す
か
？
　
｝

　
　
　
お
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

撚
の
場
合

急
傾
斜
地
（
燈
ア
ー
ル
灘
た
り
）

　
　
　
　
　
　
　
2
王
　
　
．
0
0
0
円

緩
傾
斜
地
（
憩
ア
ー
ル
蚤
た
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
0
0
0
円

　
茎
芦
薮
た
り
1
0
0
万
門
以
上
の

受
給
額
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
．
た
だ

し
、
多
数
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
構
成

鍛
か
ら
な
る
第
3
セ
ク
タ
ー
や
盤
産

組
合
等
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

　
集
落
の
各
撞
蚤
膏
の
酒
動
に
薄
す

る
報
醗
、
盤
産
性
陶
上
や
握
い
手
脊

成
の
た
め
の
活
動
、
鳥
獣
憲
防
比
対

策
、
水
驚
・
農
道
等
の
維
持
・
管
理

等
集
落
の
共
嗣
取
組
濡
動
に
要
す
る

支
出
や
集
落
協
定
に
従
い
農
地
の
維

持
・
管
理
括
動
に
協
力
す
る
潔
に
鮒

す
る
支
出
に
つ
い
て
艇
罵
し
ま
す
。

　
集
落
協
定
に
よ
る
薬
岡
活
動
を
通

じ
て
耕
俸
放
棄
を
防
鋤
す
る
観
点
か

ら
薩
接
支
払
額
の
お
よ
そ
王
／
2
以

上
が
集
落
の
鐘
岡
取
組
濡
動
に
使
用

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
．

ど
ん
な
潜
動
を
し
な
け
れ

｝
ば
な
ら
な
恥
の
で
す
か
？

　
協
簸
に
基
づ
き
5
年
問
以
ヒ
継
続

し
て
行
わ
れ
る
農
業
溜
動
等
で
紺
象

農
地
に
お
け
る
耕
伶
、
適
切
な
農
地

管
理
及
び
対
象
農
地
に
関
連
す
る
水

絡
、
農
遵
等
の
適
斑
管
理
や
地
域
の

中
で
の
鰯
土
保
愈
機
能
を
蕎
め
る
取

組
、
保
健
妹
養
機
能
を
蕎
め
る
徽
組
、

自
然
生
態
系
の
保
全
の
た
め
取
綴
等

多
藤
的
機
能
の
贈
進
紅
つ
な
が
る
湧

動
の
申
か
ら
集
落
の
爽
鉢
に
あ
っ
た

濡
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

農
地
管
理
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
麟
う
の
で
蜜
か
？

　
農
地
管
理
と
は
、
農
地
と
し
て
の

形
懇
を
維
持
・
管
理
す
る
こ
と
で
あ

り
、
懲
産
調
整
に
お
け
る
保
全
管
理

（
耕
作
可
能
な
状
態
に
管
理
す
る
耕

起
、
除
葦
、
審
蛍
防
除
等
）
や
調
整

水
繊
（
水
醸
に
水
を
張
り
、
常
に
水

朗
の
盤
産
力
が
維
持
さ
れ
る
状
態
に

管
理
）
は
、
農
地
管
理
と
い
え
ま
す
。

國
地
内
建
あ
る
転
維
照
は

離
象
澄
糠
の
豪
誘
か
2

盤
産
調
整
を
行
つ
て
い
る
田
で
も

田
と
し
て
み
る
も
の
と
畑
と
し
て
み

る
も
の
が
あ
り
ま
す
．

醗
と
認
建
さ
れ
る
も
の
は
対
象
に
な

り
ま
す
．

①
照
と
し
て
の
機
能
を
脊
し
て
い
る

　
も
の

　
◎
一
時
的
に
穐
作
以
外
の
作
物
を

　
　
栽
塘
し
て
い
る
場
舎
（
灘
の
形

　
　
状
つ
ま
り
鮭
が
あ
る
こ
と
）

　
◎
常
に
耕
作
可
能
な
状
態
に
管
理

　
　
し
て
い
る
場
合
（
露
巴
保
全
管

　
　
理
、
調
整
水
繊
）

③
田
と
し
て
の
機
能
を
祷
し
て
い
な

　
い
次
も
の
は
「
畑
鳳
と
す
る
．

　
◎
永
年
姓
作
物
を
栽
賠
し
て
い
る

　
　
場
金
（
果
樹
、
茶
樹
等
）

　
◎
畑
転
換
し
た
場
合

醜
繋
鰯
隷
あ
。

①
耕
俸
放
棄
地
が
す
で
に
あ
っ
た
場

　
合
　
（
集
落
協
建
や
欄
劉
協
定
の
中
に

　
耕
作
放
棄
地
を
舶
え
る
か
ど
う
か

　
は
集
落
や
第
黒
セ
ク
タ
ー
等
の
判

　
漸
に
任
せ
ま
す
．
）

　
◎
集
落
等
が
、
薩
接
支
払
鰯
度
の

　
　
薄
象
農
地
と
し
て
、
す
で
に
耕

　
　
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
を
倉

　
　
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
5
隼
以
内

　
　
の
復
旧
ま
た
は
林
地
化
を
条
件

　
　
に
鮒
象
と
し
ま
す
。

協定に基づき取り絶む活動

取り総な活動

管理を適じた耕作放棄の防翫、耕作

権設建、法瀬護改修、鳥獣被害の防

　　　　　　　　　　　w，　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　｝■　　　　　　　　鴨・　　　　　　　　“　　　　　　　　酬■　　　　　　　顧　　　　　　　｝r　　　　　　脚　　　　　　｛　　　　　　願　　　　　｝　　　　　櫛　　　　㎜　　　　肺　　　｝　　　榊　　　一　　鞘　　㎜　一皿い｝
k畢デ、　草メ纏り・等）

分 類 異愁的に

適正な農業生産活動や農地の麹

耕作放棄の防比等の 放棄地の復総や畜産的利嗣

農業隻産活動等 活動 蕩齢農家、離農餐の農地賃儲麟

（必須事項） 批、林地化等

水絡、農道等の管理

活動
適疋な施設の管理・補修く泥、

國土保全機能を高め 土壌流亡に配感した営農の実藻

る取組 管理等

多函的機能を増進する

潜動
保健休養機能を蕎め 景観作物の作付、侭験農園の言

（選択的必須事項〉
る取線 グリーンツーリズム

自然生態系の保全の 魚類・昆虫類の保護、鳥類のユ

ための取組 聚境を保全する活動

施、農地と…体となった周辺林地の

設麗、棚懸のオーナー綱度

）エサ場の確保、総放的畜産
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耕
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。
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で

　
中
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は
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に
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こ
と
か
ら
、
串
由
問
地
竣

の
農
業
が
持
つ
て
い
る
水
源
瀬
養
機

能
や
洪
水
防
翫
な
ど
の
鰯
土
保
全
機

能
な
ど
の
多
癒
的
機
能
に
よ
っ
て
、

下
流
域
の
都
甫
舵
疑
を
倉
む
多
く
の

顛
縦
の
愈
命
と
財
産
と
豊
か
な
馨
ら

し
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
中
撫
聞
地
域
で
は
、
平

地
に
比
べ
て
自
然
的
・
経
済
的
・
祇

会
的
条
件
が
不
測
で
あ
り
、
縞
齢
化

や
適
疎
化
が
進
み
、
担
い
畢
の
減
少

や
耕
作
放
棄
が
贈
擁
し
て
い
ま
す
．

こ
れ
ら
に
よ
り
、
申
山
簡
地
域
の
農

業
が
持
つ
多
藤
的
機
能
が
低
ド
し
、

翻
民
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
経
済

的
損
失
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
．

　
中
磁
間
地
域
等
薩
接
支
払
鋼
度
は
、

農
薬
生
産
条
稗
が
不
利
な
地
域
で
の

耕
作
放
棄
発
熱
を
防
ぎ
、
農
業
盤
塵

濡
動
等
を
継
続
約
に
行
う
こ
と
で
、

農
業
駕
産
の
維
持
を
図
り
つ
つ
園
ぬ

の
保
全
や
、
水
源
濡
養
な
ど
の
多
爾

的
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
挑
産

条
件
の
格
差
を
直
接
的
に
補
瓶
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
次
の
饗
件
に
該
轟
す
る
鷹
産
条
偉

が
不
利
で
、
耕
作
放
簗
の
発
懲
が
心

醗
さ
れ
る
農
襯
地
区
域
内
の
王
鈴

以
無
の
｝
鑓
の
農
地
で
す
．

①
急
傾
斜
地
（
類
斜
度
王
／
2
0
以
上
〉

　
の
醗
及
び
醜
畔

②
緩
傾
斜
農
地
（
傾
斜
度
ユ
／
㎜
～

　
1
／
2
0
で
急
傾
斜
農
地
に
連
擦
し

　
て
い
る
農
地
、
蕩
齢
化
率
・
耕
作

　
放
棄
率
の
嵩
い
農
地
）
の
細
及
び

　
髄
畔

　
協
建
に
基
づ
き
、
五
奪
以
上
継
続

し
て
農
業
盤
産
濡
動
を
行
う
畜
を
対

療
潔
と
し
ま
す
。

⑦
「
集
落
協
建
橘
に
か
か
る
農
地
に

　
お
い
て
、
耕
作
、
農
地
管
理
等
を

　
弩
う
鞍
（
農
業
生
産
法
人
、
生
産

　
組
禽
、
第
鷺
セ
ク
タ
ー
等
を
含

　
む
〉

⑫
「
欄
溺
協
建
繍
に
係
る
農
地
の
耕

　
作
を
剃
き
受
け
る
認
建
農
業
煮
、

　
第
．
セ
ク
タ
！
等
。

　
申
撫
間
地
域
等
で
営
農
活
動
を
定

藩
さ
せ
、
耕
作
放
棄
を
防
血
す
る
と

い
う
薩
接
支
払
の
鋳
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
集
落
の
持
つ
諸
機
能
を
繕

用
す
る
「
集
落
協
驚
鳳
を
策
建
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
欝
と
し

て
は
、
対
象
地
域
の
範
囲
、
構
成
翼

の
役
翻
分
撫
、
薩
接
支
払
額
の
醗
分

2

方
法
、
短
隷
行
為
と
し
て
取
り
維
む

箏
項
、
態
産
盤
収
益
陶
と
に
よ
る
漸

得
増
癩
や
担
い
蕃
の
定
管
等
に
醐
す

る
贋
標
、
新
規
就
農
潔
の
受
け
入
れ

方
法
等
、
集
落
の
総
瓜
力
の
発
揮
に

醐
す
る
事
項
等
に
な
っ
て
い
ま
す
．

直
接
支
払
の
額
劉

に
な
り
ま
す
か
？
　
｝

　
　
　
お
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

撚
の
場
合

急
傾
斜
地
（
燈
ア
ー
ル
灘
た
り
）

　
　
　
　
　
　
　
2
王
　
　
．
0
0
0
円

緩
傾
斜
地
（
憩
ア
ー
ル
蚤
た
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
0
0
0
円

　
茎
芦
薮
た
り
1
0
0
万
門
以
上
の

受
給
額
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
．
た
だ

し
、
多
数
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
構
成

鍛
か
ら
な
る
第
3
セ
ク
タ
ー
や
盤
産

組
合
等
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

　
集
落
の
各
撞
蚤
膏
の
酒
動
に
薄
す

る
報
醗
、
盤
産
性
陶
上
や
握
い
手
脊

成
の
た
め
の
活
動
、
鳥
獣
憲
防
比
対

策
、
水
驚
・
農
道
等
の
維
持
・
管
理

等
集
落
の
共
嗣
取
組
濡
動
に
要
す
る

支
出
や
集
落
協
定
に
従
い
農
地
の
維

持
・
管
理
括
動
に
協
力
す
る
潔
に
鮒

す
る
支
出
に
つ
い
て
艇
罵
し
ま
す
。

　
集
落
協
定
に
よ
る
薬
岡
活
動
を
通

じ
て
耕
俸
放
棄
を
防
鋤
す
る
観
点
か

ら
薩
接
支
払
額
の
お
よ
そ
王
／
2
以

上
が
集
落
の
鐘
岡
取
組
濡
動
に
使
用

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
．

ど
ん
な
潜
動
を
し
な
け
れ

｝
ば
な
ら
な
恥
の
で
す
か
？

　
協
簸
に
基
づ
き
5
年
問
以
ヒ
継
続

し
て
行
わ
れ
る
農
業
溜
動
等
で
紺
象

農
地
に
お
け
る
耕
伶
、
適
切
な
農
地

管
理
及
び
対
象
農
地
に
関
連
す
る
水

絡
、
農
遵
等
の
適
斑
管
理
や
地
域
の

中
で
の
鰯
土
保
愈
機
能
を
蕎
め
る
取

組
、
保
健
妹
養
機
能
を
蕎
め
る
徽
組
、

自
然
生
態
系
の
保
全
の
た
め
取
綴
等

多
藤
的
機
能
の
贈
進
紅
つ
な
が
る
湧

動
の
申
か
ら
集
落
の
爽
鉢
に
あ
っ
た

濡
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

農
地
管
理
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
麟
う
の
で
蜜
か
？

　
農
地
管
理
と
は
、
農
地
と
し
て
の

形
懇
を
維
持
・
管
理
す
る
こ
と
で
あ

り
、
懲
産
調
整
に
お
け
る
保
全
管
理

（
耕
作
可
能
な
状
態
に
管
理
す
る
耕

起
、
除
葦
、
審
蛍
防
除
等
）
や
調
整

水
繊
（
水
醸
に
水
を
張
り
、
常
に
水

朗
の
盤
産
力
が
維
持
さ
れ
る
状
態
に

管
理
）
は
、
農
地
管
理
と
い
え
ま
す
。

國
地
内
建
あ
る
転
維
照
は

離
象
澄
糠
の
豪
誘
か
2

盤
産
調
整
を
行
つ
て
い
る
田
で
も

田
と
し
て
み
る
も
の
と
畑
と
し
て
み

る
も
の
が
あ
り
ま
す
．

醗
と
認
建
さ
れ
る
も
の
は
対
象
に
な

り
ま
す
．

①
照
と
し
て
の
機
能
を
脊
し
て
い
る

　
も
の

　
◎
一
時
的
に
穐
作
以
外
の
作
物
を

　
　
栽
塘
し
て
い
る
場
舎
（
灘
の
形

　
　
状
つ
ま
り
鮭
が
あ
る
こ
と
）

　
◎
常
に
耕
作
可
能
な
状
態
に
管
理

　
　
し
て
い
る
場
合
（
露
巴
保
全
管

　
　
理
、
調
整
水
繊
）

③
田
と
し
て
の
機
能
を
祷
し
て
い
な

　
い
次
も
の
は
「
畑
鳳
と
す
る
．

　
◎
永
年
姓
作
物
を
栽
賠
し
て
い
る

　
　
場
金
（
果
樹
、
茶
樹
等
）

　
◎
畑
転
換
し
た
場
合

醜
繋
鰯
隷
あ
。

①
耕
俸
放
棄
地
が
す
で
に
あ
っ
た
場

　
合
　
（
集
落
協
建
や
欄
劉
協
定
の
中
に

　
耕
作
放
棄
地
を
舶
え
る
か
ど
う
か

　
は
集
落
や
第
黒
セ
ク
タ
ー
等
の
判

　
漸
に
任
せ
ま
す
．
）

　
◎
集
落
等
が
、
薩
接
支
払
鰯
度
の

　
　
薄
象
農
地
と
し
て
、
す
で
に
耕

　
　
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
を
倉

　
　
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
5
隼
以
内

　
　
の
復
旧
ま
た
は
林
地
化
を
条
件

　
　
に
鮒
象
と
し
ま
す
。

協定に基づき取り絶む活動

取り総な活動

管理を適じた耕作放棄の防翫、耕作

権設建、法瀬護改修、鳥獣被害の防

　　　　　　　　　　　w，　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　｝■　　　　　　　　鴨・　　　　　　　　“　　　　　　　　酬■　　　　　　　顧　　　　　　　｝r　　　　　　脚　　　　　　｛　　　　　　願　　　　　｝　　　　　櫛　　　　㎜　　　　肺　　　｝　　　榊　　　一　　鞘　　㎜　一皿い｝
k畢デ、　草メ纏り・等）

分 類 異愁的に

適正な農業生産活動や農地の麹

耕作放棄の防比等の 放棄地の復総や畜産的利嗣

農業隻産活動等 活動 蕩齢農家、離農餐の農地賃儲麟

（必須事項） 批、林地化等

水絡、農道等の管理

活動
適疋な施設の管理・補修く泥、

國土保全機能を高め 土壌流亡に配感した営農の実藻

る取組 管理等

多函的機能を増進する

潜動
保健休養機能を蕎め 景観作物の作付、侭験農園の言

（選択的必須事項〉
る取線 グリーンツーリズム

自然生態系の保全の 魚類・昆虫類の保護、鳥類のユ

ための取組 聚境を保全する活動

施、農地と…体となった周辺林地の

設麗、棚懸のオーナー綱度

）エサ場の確保、総放的畜産

3



I
o
り
F
卜
1

　
◎
耕
作
放
棄
地
を
含
め
な
い
場
合

　
　
で
も
、
難
接
実
払
紛
象
農
地
に
悪

　
　
影
響
を
鯵
え
な
い
よ
う
に
畢
刈

　
　
り
、
跡
滋
対
策
等
の
必
要
な
耕

　
　
作
放
棄
地
の
管
理
を
、
穏
い
ま
す
．

　
　
管
理
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

　
　
協
建
農
地
の
全
て
が
助
成
は
継

　
　
続
さ
れ
ま
せ
ん
．

②
眼
界
農
地
〈
耕
作
放
棄
の
可
能
性

　
の
あ
る
農
地
〉
が
あ
る
場
合

　
闇
地
内
の
限
界
農
地
を
林
地
化
し

　
た
場
念
は
、
5
年
間
に
眼
り
対
象

　
に
な
り
ま
す
．

ど
の
よ
う
な
場
合
に

直
接
支
払
の
返
還
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

①
～
部
農
地
に
つ
い
て
耕
作
放
棄
が

　
生
じ
、
集
落
内
外
の
関
係
潔
で
こ

　
れ
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず

　
協
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
協

　
建
参
繍
煮
に
対
し
て
、
協
窟
農
地

　
金
て
に
つ
い
て
過
去
に
さ
か
の
ぼ

　
つ
て
遜
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

⑫
次
の
よ
う
な
場
点
、
は
革
可
抗
力
と

　
し
て
過
煮
の
年
痩
に
さ
か
の
ぽ
っ

　
て
遜
還
は
求
め
ま
せ
ん
が
、
病
．
欺

　
の
翻
復
、
災
審
の
復
旧
等
を
除
き
、

　
対
象
鞍
・
対
象
農
地
の
蟻
該
年
度

　
以
降
の
支
払
を
行
い
ま
せ
ん
．

　
◎
農
薬
麿
の
死
亡
、
病
気
等
の
場

　
　
合

　
◎
自
然
災
審
の
場
禽

　
◎
土
地
の
収
期
を
受
け
た
場
禽

　
◎
農
地
転
爾
の
許
可
を
受
け
て
植

　
　
林
し
た
場
合

③
多
礪
的
機
能
を
増
進
す
る
濡
動
が

　
不
備
な
場
合
は
、
協
定
違
反
と
な

　
り
適
表
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
全
て
返

　
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
水
絡
・
農
道
簿
の
維
持
管
理
が
行

　
わ
れ
な
か
っ
た
場
禽
は
、
協
建
違

　
反
と
な
り
過
去
に
さ
か
の
ぽ
っ
て

　
金
て
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

鍵
集
薄
協
建
の
対
象
農
地
に
耕
作
放

　
棄
地
を
鐵
め
る
場
合
に
お
い
て
．

　
復
照
ま
た
は
林
地
化
が
で
き
な
か

　
っ
た
場
合
は
、
協
定
農
地
全
て
に

　
つ
い
て
助
戒
を
継
続
し
ま
せ
ん
。

　
耕
作
放
棄
地
分
に
つ
い
て
は
、
さ

　
か
の
ぽ
っ
て
返
還
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
町
産
業
諜
で
は
、
対
象
農
地
に
つ

い
て
療
年
確
認
し
、
協
定
ど
お
り
に

な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
譲
捲
導
し
て
、
返
還
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

お
問
い
含
わ
煙

町
産
業
諜
費
6
－
3
1
3
2

蕊～

時間をかけて合意を

　　認定農業者連絡会

　　ギやまがさ会」会長村山邦一

　直接支払舗度は、5年問という長い

期問の事業なので、集落協定を結ぶ中

で隠間をかけて議論して含意をつく

ることが大切ではないかと思います．

　耕修放棄を防ぐためには、担い手公

祇や認建農業奢が糊待されることに

なると思います。しかし、認定農家で

は、醸人で臼～杯やっている人が多い

ので、機械作業などの部分受託が精一

杯なのではないか。その中で共岡利矯

の農業機械を購入するなどの考え方

が鐵てくるのではないかと思います。

　集落営農の考え方を進めることは

なかなか大変ですが、これを機会に松

之山町の農業が良い方肉に進んでい

くように頑張ります、

この春から

　　新規就農する

汽由洋さんです

「
私
の
目
指
す
農
業
経
営
に
つ
い
て
」

　
藤
禽
の
丸
山
で
す
．

　
2
年
問
の
新
親
就
農
概
修
を
今
年

の
春
に
終
え
、
就
農
す
る
予
定
で
す
。

家
で
は
現
覆
種
作
を
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
由
町
の
農
業
は
、
典
型
的
な

中
山
間
地
で
大
部
分
の
ほ
場
が
直
接

支
払
舗
度
の
餐
象
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
平
野
部
に
比
べ
る
と
か
な
り

厳
し
い
環
境
で
経
営
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ど
の
辺
が
厳
し
い
か

と
露
い
ま
す
と
、
町
内
全
域
が
棚
肥

と
な
っ
て
お
り
、
作
業
効
率
が
悪
く
、

基
盤
整
備
に
も
限
雰
が
あ
り
、
聚
境

や
景
観
が
ど
う
の
こ
う
の
書
っ
て
い

ら
れ
な
い
の
が
親
状
で
は
な
い
か
と

思
い
藻
す
、
ま
た
、
松
之
由
町
は
平

均
皮
収
が
7
俵
程
度
と
県
平
均
よ
り

2
嬢
近
く
少
な
い
で
す
．
し
か
し
、

食
瞭
に
関
し
て
は
隣
町
の
魚
沼
地
猛

よ
り
美
陳
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
な
り
悲
観
的
な
要
素
が
多
い
の

で
す
が
、
勉
強
す
る
に
つ
れ
て
農
業

の
画
嶽
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
由
問
地
の
特
性
を
括
か
し
た
経

営
を
段
指
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
蕎

度
の
穰
作
技
徳
の
習
得
が
不
可
欠
で

あ
り
、
ポ
ッ
ト
苗
を
選
入
す
る
な
ど

し
て
窩
い
次
元
で
の
食
味
、
収
量
の

鍵
理
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

葎
か
ら
ア
イ
ガ
モ
農
法
を
取
り
入
れ

る
な
ど
し
て
よ
り
安
全
性
、
品
質
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
徽
底
的
に
こ

だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
爾
し
た
経
営

や
栽
培
管
理
、
膏
蝕
串
密
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
憲
伝
・
販
売
等
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
か

ら
園
芸
の
導
入
、
獺
工
食
繍
の
製
造

販
売
な
ど
伺
に
で
も
ど
ん
欲
に
桃
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4

保
険
料
の
支
払
い
は
、
鐙
月
か
ら

（
6
5
歳
以
上
の
第
1
弩
被
保
険
書
の
方
）

　
介
纏
保
験
の
綱
度
は
、
今
年
の
4
月
よ
り
い
よ
い

よ
ス
タ
蒙
ト
し
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
介
護
保
険
の
保
険
料
も
4
月
よ
り
徴

収
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
綱
の
軽
減
策
に
よ

り
6
5
歳
以
上
の
方
は
単
年
問
、
保
険
料
を
納
め
な
く

て
も
農
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
捻
葎
鐙
月
か
ら
翌
葎
の
9
月
ま
で
の
1
驚

問
は
畢
額
の
保
険
料
を
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
よ
る
不
是
分
は
團
が
賃
撫
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、

　
し
か
し
、
4
0
歳
～
㏄
歳
諜
で
の
方
（
第
2
畢
被
保

険
毒
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
と
お
り
平
成
捻
葎
4

月
か
ら
の
徴
収
に
な
り
ま
す
．

3
月
に
介
護
保
険
の

　
　
　
　
　
被
保
険
者
証
を
交
付

　
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
医
療
保

険
と
岡
じ
く
、
保
険
談
が
必
要
に
な
り
ま
す
．

　
第
1
畢
被
傑
険
麿
（
6
5
歳
以
上
の
方
）
の
全
鰻
と

第
2
畢
被
保
険
麿
（
4
0
歳
～
磁
歳
の
方
）
で
要
介
護

認
建
結
果
が
「
要
支
援
偏
以
上
の
方
に
は
、
3
月
中

に
保
険
証
を
お
旙
け
し
ま
す
。

　
こ
の
保
険
証
は
、
無
く
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
保

管
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
医
療
保
険
の
保

険
譲
と
違
い
病
院
に
行
く
と
き
な
ど
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
問
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

賛年度年闘負撞額瓢基準保険料の額

※平成穆隼度から稀隼度までの高齢者の像険料の額

　　絵隼度隼閤負鐙額蹴基準線険料の額×1／4　捻年度隼闘負握額溺基準保験料の額×3／4
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艸軸

　　　　　　願　　　　　　桶　　　　　輔　　　　輔　　　　姻　　　蝋　　　柵　　榊　悌　聯
糟酬

平成穏葎
4月

平成鱒無
4肩

平成嘩3隼　　　平成…3隼
4薄　　　　　　　紛角

65歳以上の高雛者が支払う分

平成捻隼
10月

闘費によって
補われる分

低
所
得
者
に
軽
減
措
置

訪
問
介
護
利
爾
者
に
3
％
の
軽
減

　
理
鞭
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…
ビ
ス
の
利
用
奢
負
撫

は
、
筋
得
に
欝
じ
た
負
撫
鰯
度
で
、
利
胴
養
の
約
80

％
の
方
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
舗
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
と
、
利
期
醤
は
、

一
彿
鐙
％
の
負
撮
金
を
微
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
豪

す
が
、
次
の
2
点
に
該
灘
窯
れ
る
篤
齢
奢
の
方
は
、

利
規
脅
負
撞
が
3
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
概
ね
介
護
保
険
が
嫡
ま
る
崩
1
年
の
闘
に
、
ホ
…

　
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
案
績
が
あ
る
方
で
、
利
期
蓄

　
負
撞
が
0
鍔
の
方
。

②
雛
帯
の
盤
欝
巾
心
脅
が
、
漸
得
税
葬
謙
税
で
あ
る

　
燈
帯
の
方
。

　
ま
た
こ
の
偬
、
松
之
山
町
で
は
介
護
保
険
に
お
け

る
往
竃
サ
…
ビ
ス
を
よ
り
少
な
い
負
擦
で
利
購
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
た

ち
に
対
し
、
町
独
懲
の
軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
広
報
や
集
落

説
明
会
等
の
中
で
お
餓
ら
せ
し
ま
す
。

駆3
ご

平成鴛隼
4月

本
来
の
像
険
料
の
額

讐

晒

曳
“
～
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o
り
F
卜
1

　
◎
耕
作
放
棄
地
を
含
め
な
い
場
合

　
　
で
も
、
難
接
実
払
紛
象
農
地
に
悪

　
　
影
響
を
鯵
え
な
い
よ
う
に
畢
刈

　
　
り
、
跡
滋
対
策
等
の
必
要
な
耕

　
　
作
放
棄
地
の
管
理
を
、
穏
い
ま
す
．

　
　
管
理
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

　
　
協
建
農
地
の
全
て
が
助
成
は
継

　
　
続
さ
れ
ま
せ
ん
．

②
眼
界
農
地
〈
耕
作
放
棄
の
可
能
性

　
の
あ
る
農
地
〉
が
あ
る
場
合

　
闇
地
内
の
限
界
農
地
を
林
地
化
し

　
た
場
念
は
、
5
年
間
に
眼
り
対
象

　
に
な
り
ま
す
．

ど
の
よ
う
な
場
合
に

直
接
支
払
の
返
還
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

①
～
部
農
地
に
つ
い
て
耕
作
放
棄
が

　
生
じ
、
集
落
内
外
の
関
係
潔
で
こ

　
れ
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず

　
協
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
協

　
建
参
繍
煮
に
対
し
て
、
協
窟
農
地

　
金
て
に
つ
い
て
過
去
に
さ
か
の
ぼ

　
つ
て
遜
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

⑫
次
の
よ
う
な
場
点
、
は
革
可
抗
力
と

　
し
て
過
煮
の
年
痩
に
さ
か
の
ぽ
っ

　
て
遜
還
は
求
め
ま
せ
ん
が
、
病
．
欺

　
の
翻
復
、
災
審
の
復
旧
等
を
除
き
、

　
対
象
鞍
・
対
象
農
地
の
蟻
該
年
度

　
以
降
の
支
払
を
行
い
ま
せ
ん
．

　
◎
農
薬
麿
の
死
亡
、
病
気
等
の
場

　
　
合

　
◎
自
然
災
審
の
場
禽

　
◎
土
地
の
収
期
を
受
け
た
場
禽

　
◎
農
地
転
爾
の
許
可
を
受
け
て
植

　
　
林
し
た
場
合

③
多
礪
的
機
能
を
増
進
す
る
濡
動
が

　
不
備
な
場
合
は
、
協
定
違
反
と
な

　
り
適
表
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
全
て
返

　
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
水
絡
・
農
道
簿
の
維
持
管
理
が
行

　
わ
れ
な
か
っ
た
場
禽
は
、
協
建
違

　
反
と
な
り
過
去
に
さ
か
の
ぽ
っ
て

　
金
て
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

鍵
集
薄
協
建
の
対
象
農
地
に
耕
作
放

　
棄
地
を
鐵
め
る
場
合
に
お
い
て
．

　
復
照
ま
た
は
林
地
化
が
で
き
な
か

　
っ
た
場
合
は
、
協
定
農
地
全
て
に

　
つ
い
て
助
戒
を
継
続
し
ま
せ
ん
。

　
耕
作
放
棄
地
分
に
つ
い
て
は
、
さ

　
か
の
ぽ
っ
て
返
還
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
町
産
業
諜
で
は
、
対
象
農
地
に
つ

い
て
療
年
確
認
し
、
協
定
ど
お
り
に

な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
譲
捲
導
し
て
、
返
還
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

お
問
い
含
わ
煙

町
産
業
諜
費
6
－
3
1
3
2

蕊～

時間をかけて合意を

　　認定農業者連絡会

　　ギやまがさ会」会長村山邦一

　直接支払舗度は、5年問という長い

期問の事業なので、集落協定を結ぶ中

で隠間をかけて議論して含意をつく

ることが大切ではないかと思います．
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杯なのではないか。その中で共岡利矯

の農業機械を購入するなどの考え方

が鐵てくるのではないかと思います。

　集落営農の考え方を進めることは

なかなか大変ですが、これを機会に松

之山町の農業が良い方肉に進んでい

くように頑張ります、

この春から

　　新規就農する

汽由洋さんです

「
私
の
目
指
す
農
業
経
営
に
つ
い
て
」

　
藤
禽
の
丸
山
で
す
．

　
2
年
問
の
新
親
就
農
概
修
を
今
年

の
春
に
終
え
、
就
農
す
る
予
定
で
す
。

家
で
は
現
覆
種
作
を
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
由
町
の
農
業
は
、
典
型
的
な

中
山
間
地
で
大
部
分
の
ほ
場
が
直
接

支
払
舗
度
の
餐
象
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
平
野
部
に
比
べ
る
と
か
な
り

厳
し
い
環
境
で
経
営
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ど
の
辺
が
厳
し
い
か

と
露
い
ま
す
と
、
町
内
全
域
が
棚
肥

と
な
っ
て
お
り
、
作
業
効
率
が
悪
く
、

基
盤
整
備
に
も
限
雰
が
あ
り
、
聚
境

や
景
観
が
ど
う
の
こ
う
の
書
っ
て
い

ら
れ
な
い
の
が
親
状
で
は
な
い
か
と

思
い
藻
す
、
ま
た
、
松
之
由
町
は
平

均
皮
収
が
7
俵
程
度
と
県
平
均
よ
り

2
嬢
近
く
少
な
い
で
す
．
し
か
し
、

食
瞭
に
関
し
て
は
隣
町
の
魚
沼
地
猛

よ
り
美
陳
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
な
り
悲
観
的
な
要
素
が
多
い
の

で
す
が
、
勉
強
す
る
に
つ
れ
て
農
業

の
画
嶽
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
由
問
地
の
特
性
を
括
か
し
た
経

営
を
段
指
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
蕎

度
の
穰
作
技
徳
の
習
得
が
不
可
欠
で

あ
り
、
ポ
ッ
ト
苗
を
選
入
す
る
な
ど

し
て
窩
い
次
元
で
の
食
味
、
収
量
の

鍵
理
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

葎
か
ら
ア
イ
ガ
モ
農
法
を
取
り
入
れ

る
な
ど
し
て
よ
り
安
全
性
、
品
質
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
徽
底
的
に
こ

だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
爾
し
た
経
営

や
栽
培
管
理
、
膏
蝕
串
密
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
憲
伝
・
販
売
等
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
か

ら
園
芸
の
導
入
、
獺
工
食
繍
の
製
造

販
売
な
ど
伺
に
で
も
ど
ん
欲
に
桃
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4

保
険
料
の
支
払
い
は
、
鐙
月
か
ら

（
6
5
歳
以
上
の
第
1
弩
被
保
険
書
の
方
）

　
介
纏
保
験
の
綱
度
は
、
今
年
の
4
月
よ
り
い
よ
い

よ
ス
タ
蒙
ト
し
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
介
護
保
険
の
保
険
料
も
4
月
よ
り
徴

収
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
綱
の
軽
減
策
に
よ

り
6
5
歳
以
上
の
方
は
単
年
問
、
保
険
料
を
納
め
な
く

て
も
農
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
捻
葎
鐙
月
か
ら
翌
葎
の
9
月
ま
で
の
1
驚

問
は
畢
額
の
保
険
料
を
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
よ
る
不
是
分
は
團
が
賃
撫
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、

　
し
か
し
、
4
0
歳
～
㏄
歳
諜
で
の
方
（
第
2
畢
被
保

険
毒
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
と
お
り
平
成
捻
葎
4

月
か
ら
の
徴
収
に
な
り
ま
す
．

3
月
に
介
護
保
険
の

　
　
　
　
　
被
保
険
者
証
を
交
付

　
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
医
療
保

険
と
岡
じ
く
、
保
険
談
が
必
要
に
な
り
ま
す
．

　
第
1
畢
被
傑
険
麿
（
6
5
歳
以
上
の
方
）
の
全
鰻
と

第
2
畢
被
保
険
麿
（
4
0
歳
～
磁
歳
の
方
）
で
要
介
護

認
建
結
果
が
「
要
支
援
偏
以
上
の
方
に
は
、
3
月
中

に
保
険
証
を
お
旙
け
し
ま
す
。

　
こ
の
保
険
証
は
、
無
く
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
保

管
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
医
療
保
険
の
保

険
譲
と
違
い
病
院
に
行
く
と
き
な
ど
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
問
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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闘費によって
補われる分

低
所
得
者
に
軽
減
措
置

訪
問
介
護
利
爾
者
に
3
％
の
軽
減

　
理
鞭
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…
ビ
ス
の
利
用
奢
負
撫

は
、
筋
得
に
欝
じ
た
負
撫
鰯
度
で
、
利
胴
養
の
約
80

％
の
方
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
舗
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
と
、
利
期
醤
は
、

一
彿
鐙
％
の
負
撮
金
を
微
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
豪

す
が
、
次
の
2
点
に
該
灘
窯
れ
る
篤
齢
奢
の
方
は
、

利
規
脅
負
撞
が
3
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
概
ね
介
護
保
険
が
嫡
ま
る
崩
1
年
の
闘
に
、
ホ
…

　
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
案
績
が
あ
る
方
で
、
利
期
蓄

　
負
撞
が
0
鍔
の
方
。

②
雛
帯
の
盤
欝
巾
心
脅
が
、
漸
得
税
葬
謙
税
で
あ
る

　
燈
帯
の
方
。

　
ま
た
こ
の
偬
、
松
之
山
町
で
は
介
護
保
険
に
お
け

る
往
竃
サ
…
ビ
ス
を
よ
り
少
な
い
負
擦
で
利
購
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
た

ち
に
対
し
、
町
独
懲
の
軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
広
報
や
集
落

説
明
会
等
の
中
で
お
餓
ら
せ
し
ま
す
。

駆3
ご

平成鴛隼
4月

本
来
の
像
険
料
の
額

讐

晒

曳
“
～
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休 鷺（玄2朋〉

訟轟慧舞三滝沢　侮

　8罵慧β、僕たちは巖後の簾語醗修と年の透いCOCス

ク…卿の子供たちとスポーツ濡歎をしました．その事を話

したいと患います．

　お溺れバーテで一を夜に捜えた礫たちは、劉れを少しず

つ脅選に感じつつも学校に集まり談した．このξ1はジ鷺ニ

ファー先盤による最後の英譲醗修と子供たちとのスポーッ

活勤がありました．本当は皆楽しみなスボーツ活動がある

のに、朝から婁々しい塞気が流れていたように患います．

それは、夜にお劉れパ…テイーが待っていたからでしょう．

まず最蓄菱の英1語覆ぞ修で影ま．　蔚廼鯵子評だったドラマに溝チャ

レンジしました．内容は、輿さんが家で料理をしていると

きに夫が帰宅し、料理を食べながら死んでしまうという慧

瞭不明なものでした．でもその慧陳不明さが蔓けたらしく、

発喪したすべてのグループが笑いを誘っていました．今醸

はそ駿を窃分流にアレンジし、内容を変えていくというと

ても画のいことにチャレンジし談した．霞分の綴では、1夫

が死に、央を財けに乗た籏蓄力ζ一欝惚れし、輿さんに結桑誉

を摩し入れ婚約してし窯う。」というスト…り一でした。あ

まり受けなくて寒い愚いをしましたが、そ：れもいい患い撫

です。

　そして待ちに待ったスポーツ活動。みんなの顔が少しば

かり明るく箆えます．美つ下の学葬とバレ…ポールをしま

した。オ…ストラリア対鷺本ということで、試合の麟に整

i列し、麟欲を歌いました．オーストラリアの濁歌はさすが

患陣そば相撲

名産そばの皐食い大食い大会です

とて’も期るい感じの曲でした、そしてついに欝分達の爵で

す。オ…ストラリアの．人達が好欝心の欝をぎらぎらさせて

疑ています。そして歌い趨し1君～が～あ～轍～お～は～、i

オーストラリア灘から・一種のどよめきが趨こりました。そ

んなことも構のその騰たちは歌いました。大きな界で．オー

ストラリアの人達も巖初のどよめきは濾え、敬意を薙へずブぐ

聞いています．そして激い終わりました、そしてオ…スト

ラリア翻から一辮の拍孚が、試禽醐餓、強騰という悪条舞

は縮葵方も講じ．鱗終風に翻舞さ療てし豪いました．気が

つけば醐チーム三セットずつを取っ“ご、ラ、トまセットの

試請でした．このセットで勝敗が決まってしまい窯す，、簸

棚ま瞭加）失敗を皆が爵めてい戯、たが、後事塾ノヂフ1貿

ントが近くなるとその声も黙こえなくな1り、変わりに励濠

しの欝が醐こえてきました．そしてラスト墨点、泣いても

笑ってもこれがラスト堂点，そのサ…ブを発薯駿寿が決め

て勝ちました．でもオーストラ1多アの入達はかな多）お藻1ナ

をしてくれたのですが…　　．そしてゲームを終えると1三

縫たちと握妻壷し蕊した　オーストラリアの生健た距の麺

は峰葵に楽しそうでした．そして僕たちはみんなと簗達に

なξ）ました．このことで撲たちは、尋雛こかけがえのない

友達を事に入れることができ家した、心から心から嬉し，く

思っています．本’錘に弩けて輿かったです．
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ん
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声
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と
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せ
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か
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と
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の

贔
々
で
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を
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避
え
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す
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－
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強
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な
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の
鋳
ち
龍
も
い
た
と
期
．

た
だ
ほ
ど
憾
い
も
の
は
無
し
．
叢
さ

に
食
い
倒
れ
、
そ
し
て
共
倒
れ
に
な

ら
ぬ
よ
う
友
達
、
恋
入
と
ご
一
緒
に

ど
う
ぞ
．
麟
欝
は
冬
の
花
火
の
下
、

勇
牲
な
御
輿
脅
戦
も
発
物
で
す
、
、

　
お
問
い
脅
わ
せ
と
お
率
込
み
は
、

「
絵
代
幕
府
本
陣
偏
松
代
町
企
騰
擬

興
謙
ま
で
．
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School　L韮fe（11β段〉

　　　　松蕎2年　篤橋文子

　ついに留学も残すところ後3欝となった。費本にいると

きは、舵週間もあるんだ」という考えも、今こうしてオー

ストラリアに来て、ホストファミリーと…緒に生浩してみ

ると、あっという間に遇ぎてしまうものなんだなあと思っ

てきた。β本にいれぱゆっくりと遇ぎていく時問が、こっ

ちでは何倍も速く進んでいくので、段が経つにつれて伺か

寂しくなってくる。

　今霞はほ限目に英語醗修があって鞭｝1e　D縦gerl改冥）」

という歌を歌った。難しい歌で単語をくっつけて発音する

ところがあったり、リズムがとりづらくて大変だったけど、

何度も歌った．

　次の時問には、9本とオーストラリアの違いについて

COCスクールの盆徒の莇で発表した．男子が、トイレの違

いについて発表したときは、COCスクールの人たちも奮め

て一岡大爆笑した。簸には、温泉に入るときま人王人別々

に入るのではなく、一緒に入ること亭、撮本の女子腐生は

ほとんどの人達がスカー一トが短いことなどを英語とジェス

チャーで、わかりやすく説明した。それから、COCスクー

ルの生徒の質問に答えたりして、その蒔間が終わり、次の

時聞は体膏、美衛、家羅科、ドラマの班に分かれて授業に

参撫した。この班分けが楽しかった。王～60の数字の中で

先甕が考えている数と一緒だった人、一番その数に近かっ

た入が班を選べるというものだった。簸籾にあたった入は

ラッキーなんだけど、簸後の方に当たった人は、選べる範

翻が狭くて可哀懇だった。やっぱり男子は鶴鳶にいったり、

女子は家巌科を選んでいたけど、CoCスクールの生徒は金

くその反鰍で、飼か慧外なものがあった．私は、美徳を選

んだ．留学に行く蔚から考えていたことなんだけど、オー

ストラリアの入達が作った美衛作品を見てみたいという思

いがあった．しかも今鷺の美術の授業では、見ることがで

きるだけでなく…緒に作贔を作っているところも見られる

ので、先生の数に近くて当たったときは、すごく嬉しかっ

た。そして私は、美衛の授業に参撫した。自分が予想して

いた以上にすごかった，みんなほとんどが私より年下なの

に上手で、しかも自分の考えがあって迷うことなく作編を

作っている，見習いたいものがあった、この授業に参簾で

いてとても良かったし、楽しかった．

　後3撮ともなると、お劉れパーティーが近づいてくる。

ということで今日は、午後からパーティーの準備をした。

歌、紙芝居、各班ごとに行う出し物、松之出甚句などの練

習をした。松之由蓬句は、小学盤の運動会以来で簸初はあ

まり分からなかったけれど、練翌しているうちにだんだん

患い患してきて、さすが松之山人だと変に納得してしまう

ものがあった．放諜後には、その準備にデパートヘ買い物

に行ってきた。学校からデパートが見えるんだけど、そこ

が自分達の驚慧する物が売っているものだと思って行って

みたら、電化製贔が売っていて、その先にあるデパー1・に

行くことになった．おかげで行きは30分もかかって帰りは

15分弱くらいで藩いた。すごく疲れた。明総はいよいよお

別れパーテで一だ。

　
鷺
月
十
一
縫
（
土
）
十
二
欝
（
鷺
）

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
越
後
ま
つ
だ

い
冬
の
陣
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
．

　
今
翻
は
、
十
一
段
に
行
わ
れ
る
も

う
…
つ
の
戦
い
を
紹
介
し
ま
す
．

　
そ
の
名
も
出
陣
そ
ば
相
撲
で
す
．

内
容
は
、
越
後
ま
つ
だ
い
嶺
産
の
そ

ば
を
い
か
に
謝
限
時
闘
内
に
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
争
う
皐
食
い
、

そ
し
て
大
食
い
競
争
で
す
、
参
簾
資

格
は
、
中
学
盤
以
上
の
丈
夫
な
賜
袋

の
持
ち
叢
、
鷺
十
名
膿
定
で
す
。
参

繍
料
は
無
料
で
す
．

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
十
二
鷺
、
疋
午

に
ス
タ
…
ト
す
る
「
の
っ
と
れ
ー
松

代
城
し
に
は
、
環
往
照
灘
人
の
戦
鳶

が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

鉄
人
レ
ー
ス
と
そ
ば
相
撲
の
爾
方
を

シリーズ広域広報⑳

東頸城
　　ふるさと見て渉言魯

松代驚　r越後まつだい冬の陣3

　　　　　　もう一つの闘い

6

1
寸
F
ト
ー



休 鷺（玄2朋〉

訟轟慧舞三滝沢　侮

　8罵慧β、僕たちは巖後の簾語醗修と年の透いCOCス

ク…卿の子供たちとスポーツ濡歎をしました．その事を話

したいと患います．

　お溺れバーテで一を夜に捜えた礫たちは、劉れを少しず

つ脅選に感じつつも学校に集まり談した．このξ1はジ鷺ニ

ファー先盤による最後の英譲醗修と子供たちとのスポーッ

活勤がありました．本当は皆楽しみなスボーツ活動がある

のに、朝から婁々しい塞気が流れていたように患います．

それは、夜にお劉れパ…テイーが待っていたからでしょう．

まず最蓄菱の英1語覆ぞ修で影ま．　蔚廼鯵子評だったドラマに溝チャ

レンジしました．内容は、輿さんが家で料理をしていると

きに夫が帰宅し、料理を食べながら死んでしまうという慧

瞭不明なものでした．でもその慧陳不明さが蔓けたらしく、

発喪したすべてのグループが笑いを誘っていました．今醸

はそ駿を窃分流にアレンジし、内容を変えていくというと

ても画のいことにチャレンジし談した．霞分の綴では、1夫

が死に、央を財けに乗た籏蓄力ζ一欝惚れし、輿さんに結桑誉

を摩し入れ婚約してし窯う。」というスト…り一でした。あ

まり受けなくて寒い愚いをしましたが、そ：れもいい患い撫

です。

　そして待ちに待ったスポーツ活動。みんなの顔が少しば

かり明るく箆えます．美つ下の学葬とバレ…ポールをしま

した。オ…ストラリア対鷺本ということで、試合の麟に整

i列し、麟欲を歌いました．オーストラリアの濁歌はさすが

患陣そば相撲

名産そばの皐食い大食い大会です

とて’も期るい感じの曲でした、そしてついに欝分達の爵で

す。オ…ストラリアの．人達が好欝心の欝をぎらぎらさせて

疑ています。そして歌い趨し1君～が～あ～轍～お～は～、i

オーストラリア灘から・一種のどよめきが趨こりました。そ

んなことも構のその騰たちは歌いました。大きな界で．オー

ストラリアの人達も巖初のどよめきは濾え、敬意を薙へずブぐ

聞いています．そして激い終わりました、そしてオ…スト

ラリア翻から一辮の拍孚が、試禽醐餓、強騰という悪条舞

は縮葵方も講じ．鱗終風に翻舞さ療てし豪いました．気が

つけば醐チーム三セットずつを取っ“ご、ラ、トまセットの

試請でした．このセットで勝敗が決まってしまい窯す，、簸

棚ま瞭加）失敗を皆が爵めてい戯、たが、後事塾ノヂフ1貿

ントが近くなるとその声も黙こえなくな1り、変わりに励濠

しの欝が醐こえてきました．そしてラスト墨点、泣いても

笑ってもこれがラスト堂点，そのサ…ブを発薯駿寿が決め

て勝ちました．でもオーストラ1多アの入達はかな多）お藻1ナ

をしてくれたのですが…　　．そしてゲームを終えると1三

縫たちと握妻壷し蕊した　オーストラリアの生健た距の麺

は峰葵に楽しそうでした．そして僕たちはみんなと簗達に

なξ）ました．このことで撲たちは、尋雛こかけがえのない

友達を事に入れることができ家した、心から心から嬉し，く

思っています．本’錘に弩けて輿かったです．

凝
覇
し
た
強
毒
は
濠
だ
綴
て
い
衷
せ

ん
．
．
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
声
援
、
い
え

い
謁
へ
ぜ
ひ
友
人
と
参
癩
し
て
み
厳

せ
ん
か
．

　
ス
テ
…
ジ
場
の
烹
餓
を
離
れ
る
と

縢
牽
繕
舗
の
の
れ
ん
街
、
食
い
倒
れ

横
溝
が
勝
狭
し
と
競
っ
た
露
慢
の

贔
々
で
あ
な
た
を
お
避
え
し
ま
す
。

　
纏
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
申
に
は
、

そ
ぱ
の
後
に
ラ
…
メ
・
、
－
を
食
べ
る
強

鞠
な
欝
袋
の
鋳
ち
龍
も
い
た
と
期
．

た
だ
ほ
ど
憾
い
も
の
は
無
し
．
叢
さ

に
食
い
倒
れ
、
そ
し
て
共
倒
れ
に
な

ら
ぬ
よ
う
友
達
、
恋
入
と
ご
一
緒
に

ど
う
ぞ
．
麟
欝
は
冬
の
花
火
の
下
、

勇
牲
な
御
輿
脅
戦
も
発
物
で
す
、
、

　
お
問
い
脅
わ
せ
と
お
率
込
み
は
、

「
絵
代
幕
府
本
陣
偏
松
代
町
企
騰
擬

興
謙
ま
で
．

7

School　L韮fe（11β段〉

　　　　松蕎2年　篤橋文子

　ついに留学も残すところ後3欝となった。費本にいると

きは、舵週間もあるんだ」という考えも、今こうしてオー

ストラリアに来て、ホストファミリーと…緒に生浩してみ

ると、あっという間に遇ぎてしまうものなんだなあと思っ

てきた。β本にいれぱゆっくりと遇ぎていく時問が、こっ

ちでは何倍も速く進んでいくので、段が経つにつれて伺か

寂しくなってくる。

　今霞はほ限目に英語醗修があって鞭｝1e　D縦gerl改冥）」

という歌を歌った。難しい歌で単語をくっつけて発音する

ところがあったり、リズムがとりづらくて大変だったけど、

何度も歌った．

　次の時問には、9本とオーストラリアの違いについて

COCスクールの盆徒の莇で発表した．男子が、トイレの違

いについて発表したときは、COCスクールの人たちも奮め

て一岡大爆笑した。簸には、温泉に入るときま人王人別々

に入るのではなく、一緒に入ること亭、撮本の女子腐生は

ほとんどの人達がスカー一トが短いことなどを英語とジェス

チャーで、わかりやすく説明した。それから、COCスクー

ルの生徒の質問に答えたりして、その蒔間が終わり、次の

時聞は体膏、美衛、家羅科、ドラマの班に分かれて授業に

参撫した。この班分けが楽しかった。王～60の数字の中で

先甕が考えている数と一緒だった人、一番その数に近かっ

た入が班を選べるというものだった。簸籾にあたった入は

ラッキーなんだけど、簸後の方に当たった人は、選べる範

翻が狭くて可哀懇だった。やっぱり男子は鶴鳶にいったり、

女子は家巌科を選んでいたけど、CoCスクールの生徒は金

くその反鰍で、飼か慧外なものがあった．私は、美徳を選

んだ．留学に行く蔚から考えていたことなんだけど、オー

ストラリアの入達が作った美衛作品を見てみたいという思

いがあった．しかも今鷺の美術の授業では、見ることがで

きるだけでなく…緒に作贔を作っているところも見られる

ので、先生の数に近くて当たったときは、すごく嬉しかっ

た。そして私は、美衛の授業に参撫した。自分が予想して

いた以上にすごかった，みんなほとんどが私より年下なの

に上手で、しかも自分の考えがあって迷うことなく作編を

作っている，見習いたいものがあった、この授業に参簾で

いてとても良かったし、楽しかった．

　後3撮ともなると、お劉れパーティーが近づいてくる。

ということで今日は、午後からパーティーの準備をした。

歌、紙芝居、各班ごとに行う出し物、松之出甚句などの練

習をした。松之由蓬句は、小学盤の運動会以来で簸初はあ

まり分からなかったけれど、練翌しているうちにだんだん

患い患してきて、さすが松之山人だと変に納得してしまう

ものがあった．放諜後には、その準備にデパートヘ買い物

に行ってきた。学校からデパートが見えるんだけど、そこ

が自分達の驚慧する物が売っているものだと思って行って

みたら、電化製贔が売っていて、その先にあるデパー1・に

行くことになった．おかげで行きは30分もかかって帰りは

15分弱くらいで藩いた。すごく疲れた。明総はいよいよお

別れパーテで一だ。

　
鷺
月
十
一
縫
（
土
）
十
二
欝
（
鷺
）

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
越
後
ま
つ
だ

い
冬
の
陣
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
．

　
今
翻
は
、
十
一
段
に
行
わ
れ
る
も

う
…
つ
の
戦
い
を
紹
介
し
ま
す
．

　
そ
の
名
も
出
陣
そ
ば
相
撲
で
す
．

内
容
は
、
越
後
ま
つ
だ
い
嶺
産
の
そ

ば
を
い
か
に
謝
限
時
闘
内
に
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
争
う
皐
食
い
、

そ
し
て
大
食
い
競
争
で
す
、
参
簾
資

格
は
、
中
学
盤
以
上
の
丈
夫
な
賜
袋

の
持
ち
叢
、
鷺
十
名
膿
定
で
す
。
参

繍
料
は
無
料
で
す
．

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
十
二
鷺
、
疋
午

に
ス
タ
…
ト
す
る
「
の
っ
と
れ
ー
松

代
城
し
に
は
、
環
往
照
灘
人
の
戦
鳶

が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

鉄
人
レ
ー
ス
と
そ
ば
相
撲
の
爾
方
を

シリーズ広域広報⑳

東頸城
　　ふるさと見て渉言魯

松代驚　r越後まつだい冬の陣3

　　　　　　もう一つの闘い

6

1
寸
F
ト
ー



1
口
F
卜
1

彰
う
す
く
一
年
生

や
り
た
い
ε
と
ガ
い
つ
ば
い

　
こ
の
春
四
角
か
ら
範
内
の
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
は
、
全
部
で

十
五
名
で
ず
。
今
園
は
、
新
入
生
一
人
ず
つ
の
学
校
へ
行
っ
て
や
り
た

い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
ん
な
が
小
学
校
行
く
の
を
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
鷺
負
っ
て
元
気
に

学
校
へ
行
く
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

8

　佐藤　伸香ちゃん
　　ヌミ水越（黙之屡〉

マ・ラソンで冒立になりたい

騨馨
難

“
）
る

仁
厭
膿

～
裕
根
銘

藤
義
佐
ガ

　
　
　
ウ

　　竹内　琢入くん
　　　　駿　醗
給食を残さないで食べたい

　
　
い
ん
糖

顯
鰻
香
£
顯
藷
　
　
肋

　　俘藤　　悠くん

　　松之由（柏葉屋〉

こままわし上手に1なりたい

　　粒由　疋佳くん

　　湯　本（坂串〉

漢享をいっばいおぽえたい

晒

蒙

ん
脚

・
灘
真
蕊
辺
東
び

・
濃
　
と

　
　
　
わ

　
　
　
な

壊

姻
〉
い

樹
俗
た

塵
凱
辺
轟
渡
ガ

　
　
い

趨

　若月梨香ちゃん
　藤窟（商太磁）
サツカーしたい

　　　難
　　灘

灘
凝

　大見　醗蔓ちゃん
　松之山（騎営住竃）

竹う薮したし、

黎

　　爾雲　紘海くん

　　藤之前（仁太郎〉

運動会で一番になる

　　撃頬　佳吾くん

　上の山（浦鐙駐夜所）

プールでいつぱい泳ぐ

灘

　
嚢
誌

嚢鑑

驚讐
聯

岸
山
め

由
謬

　
　
べ

鎌
　
㈱懸箋　

雛

　
ん耽歌

伸
い

8
麓
た

明
　
し

、
谷
黒
こ

関
　
ば

　
　
　
び

　
　
　
と

　
ん
　
い

　
く
樹
た

　
太
よ
し
・

悠
麗
辺
腹
渡
茄

　
　
　
い

　
第
四
十
＠
獅
潟
察
驚
麓
生
徒
絵
薗
・
版
懸
つ
ン
ク
ー
ル
（
よ
越
美
術
教
欝

連
盤
主
催
）
が
行
わ
れ
、
松
璽
保
奮
断
の
二
名
の
鰹
晃
が
特
鵬
賞
を
受
賞
し

濠
し
た
。

　
絵
繭
の
部
で
特
創
賞
（
牧
総
賞
〉
鷺
受
賞
し
た
の
は
、
俊
藤
坤
香
ち
や
ん

（
天
水
越
・
照
之
屋
）
、
版
薗
の
部
で
特
麗
寅
（
桝
山
賞
〉
に
受
賞
し
た
の
は
、

繕
由
疋
佳
く
ん
（
湯
本
・
坂
中
）
で
し
た
。
そ
の
億
に
も
瞬
内
か
ら
六
名
の

乃
が
特
選
を
曼
賞
し
ま
し
た
。

村
由
賞

糟
き
り
ん
ぐ
み
に
な
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
パ
ン
ザ
イ
し
て
い
る
と
こ
ろ
貼

　
　
　
　
　
　
　
松
墨
保
育
勝
　
材
山
蕊
佳
く
ん

評
論
　
獅
し
い
緯
に
な
っ
て
、
張
り
切
っ
て
い
る
様
子
が
、
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
堂
々
と
バ
ン
ザ
イ
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
年
長
さ
ん
に
な
っ
た
自
儒
が
感
ご
ら
れ
ま
す
ね
．

黒
｝
蝕
な
の
に
、
い
ろ
ん
な
思
い
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
、

引
き
つ
け
ら
れ
る
作
贔
で
す
。

牧
濁
賞

「
、
欝
だ
る
ま
を
つ
く
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
繍

　
松
鰻
繰
欝
漸
　
佐
藤
仲
香
ち
ゃ
ん

評
論
　
黒
い
爾
藤
に
嶽
の
絵
の
翼
だ
け
で
描
い
た
霧
だ
る
ま
．

ぽ
た
餅
の
よ
う
な
大
粒
の
雲
が
降
り
し
き
っ
て
い
ま
す
。

繭
面
蕊
の
子
ど
も
の
災
顔
に
応
え
て
、
膚
手
の
霧
だ
る
ま

も
笑
っ
て
い
ま
す
。
鱈
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
雲
を

欝
ぶ
懇
だ
る
ま
た
ち
。
鐵
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

な
碓
贔
で
す
。

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
茎
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
協
会
松
之
出
支
部

　
闘
月
六
鷺
か
ら
十
五
霞
ま
で
春
の
金
團
交
通
安
全
運
動
が
嫡
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
売
立
ち
、
町
内
の
小
中
学
校
の
兇
童
愈
捷
．
濤
八
名
よ
り
交
遇
安
全
の
標

語
の
応
墓
を
い
た
だ
き
、
瓢
月
に
入
選
作
品
を
決
窟
し
ま
し
た
．
春
の
全
麟
交

通
安
全
運
動
ス
覆
！
ガ
ン
は
「
春
で
す
ね
　
無
事
故
で
ス
タ
…
ト
　
こ
の
岬
奪
縣

で
す
が
、
松
之
忠
町
の
標
雛
も
心
に
と
め
て
い
た
だ
き
｝
奪
問
交
逢
事
故
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞

よ
く
見
て
ね
　
こ
の
子
の
牽
来
を

優
秀
賞

パ
パ
待
っ
て
　
僕
が
ベ
ル
ト
を

奨
励
賞

ス
ピ
董
ド
と
　
眠
気
と
漉
漸
が

小
さ
な
手
　
大
き
く
の
ば
し
て

坂
道
は
　
ス
ピ
ー
ド
患
し
す
ぎ

自
転
庫
の
　
ス
ビ
ー
ド
飛
び
嵐
し

気
を
つ
け
て
　
急
い
で
い
て
も

潴
さ
な
い
で

浦
照
小
学
校
五
葎

締
め
る
ま
で

　
松
之
山
小
学
校
黒
年

命
取
り

　
松
之
山
中
学
校
㎜
“
瓢
奪

交
通
安
全

　
松
之
山
小
学
校
六
年

要
漉
意

　
松
羅
小
学
校
～
奪

　
あ
ぶ
な
い
ぞ

　
松
璽
小
学
校
二
年

飛
び
出
す
な

　
松
羅
小
学
校
繭
俸

曳
由
　
一
鶴
く
ん

相
沢
繋
彦
く
ん

禰
漂
敦
志
く
ん

中
鶴
芙
美
さ
ん

嵩
橋
竜
一
く
ん

佐
藤
憩
懲
く
ん

蕎
橋
菜
摘
さ
ん

撃



1
口
F
卜
1

彰
う
す
く
一
年
生

や
り
た
い
ε
と
ガ
い
つ
ば
い

　
こ
の
春
四
角
か
ら
範
内
の
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
は
、
全
部
で

十
五
名
で
ず
。
今
園
は
、
新
入
生
一
人
ず
つ
の
学
校
へ
行
っ
て
や
り
た

い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
ん
な
が
小
学
校
行
く
の
を
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
鷺
負
っ
て
元
気
に

学
校
へ
行
く
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

8

　佐藤　伸香ちゃん
　　ヌミ水越（黙之屡〉

マ・ラソンで冒立になりたい

騨馨
難

“
）
る

仁
厭
膿

～
裕
根
銘

藤
義
佐
ガ

　
　
　
ウ

　　竹内　琢入くん
　　　　駿　醗
給食を残さないで食べたい

　
　
い
ん
糖

顯
鰻
香
£
顯
藷
　
　
肋

　　俘藤　　悠くん

　　松之由（柏葉屋〉

こままわし上手に1なりたい

　　粒由　疋佳くん

　　湯　本（坂串〉

漢享をいっばいおぽえたい

晒

蒙

ん
脚

・
灘
真
蕊
辺
東
び

・
濃
　
と

　
　
　
わ

　
　
　
な

壊

姻
〉
い

樹
俗
た

塵
凱
辺
轟
渡
ガ

　
　
い

趨

　若月梨香ちゃん
　藤窟（商太磁）
サツカーしたい

　　　難
　　灘

灘
凝

　大見　醗蔓ちゃん
　松之山（騎営住竃）

竹う薮したし、

黎

　　爾雲　紘海くん

　　藤之前（仁太郎〉

運動会で一番になる

　　撃頬　佳吾くん

　上の山（浦鐙駐夜所）

プールでいつぱい泳ぐ

灘

　
嚢
誌

嚢鑑

驚讐
聯

岸
山
め

由
謬

　
　
べ

鎌
　
㈱懸箋　

雛

　
ん耽歌

伸
い

8
麓
た

明
　
し

、
谷
黒
こ

関
　
ば

　
　
　
び

　
　
　
と

　
ん
　
い

　
く
樹
た

　
太
よ
し
・

悠
麗
辺
腹
渡
茄

　
　
　
い

　
第
四
十
＠
獅
潟
察
驚
麓
生
徒
絵
薗
・
版
懸
つ
ン
ク
ー
ル
（
よ
越
美
術
教
欝

連
盤
主
催
）
が
行
わ
れ
、
松
璽
保
奮
断
の
二
名
の
鰹
晃
が
特
鵬
賞
を
受
賞
し

濠
し
た
。

　
絵
繭
の
部
で
特
創
賞
（
牧
総
賞
〉
鷺
受
賞
し
た
の
は
、
俊
藤
坤
香
ち
や
ん

（
天
水
越
・
照
之
屋
）
、
版
薗
の
部
で
特
麗
寅
（
桝
山
賞
〉
に
受
賞
し
た
の
は
、

繕
由
疋
佳
く
ん
（
湯
本
・
坂
中
）
で
し
た
。
そ
の
億
に
も
瞬
内
か
ら
六
名
の

乃
が
特
選
を
曼
賞
し
ま
し
た
。

村
由
賞

糟
き
り
ん
ぐ
み
に
な
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
パ
ン
ザ
イ
し
て
い
る
と
こ
ろ
貼

　
　
　
　
　
　
　
松
墨
保
育
勝
　
材
山
蕊
佳
く
ん

評
論
　
獅
し
い
緯
に
な
っ
て
、
張
り
切
っ
て
い
る
様
子
が
、
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
堂
々
と
バ
ン
ザ
イ
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
年
長
さ
ん
に
な
っ
た
自
儒
が
感
ご
ら
れ
ま
す
ね
．

黒
｝
蝕
な
の
に
、
い
ろ
ん
な
思
い
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
、

引
き
つ
け
ら
れ
る
作
贔
で
す
。

牧
濁
賞

「
、
欝
だ
る
ま
を
つ
く
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
繍

　
松
鰻
繰
欝
漸
　
佐
藤
仲
香
ち
ゃ
ん

評
論
　
黒
い
爾
藤
に
嶽
の
絵
の
翼
だ
け
で
描
い
た
霧
だ
る
ま
．

ぽ
た
餅
の
よ
う
な
大
粒
の
雲
が
降
り
し
き
っ
て
い
ま
す
。

繭
面
蕊
の
子
ど
も
の
災
顔
に
応
え
て
、
膚
手
の
霧
だ
る
ま

も
笑
っ
て
い
ま
す
。
鱈
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
雲
を

欝
ぶ
懇
だ
る
ま
た
ち
。
鐵
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

な
碓
贔
で
す
。

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
茎
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
協
会
松
之
出
支
部

　
闘
月
六
鷺
か
ら
十
五
霞
ま
で
春
の
金
團
交
通
安
全
運
動
が
嫡
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
売
立
ち
、
町
内
の
小
中
学
校
の
兇
童
愈
捷
．
濤
八
名
よ
り
交
遇
安
全
の
標

語
の
応
墓
を
い
た
だ
き
、
瓢
月
に
入
選
作
品
を
決
窟
し
ま
し
た
．
春
の
全
麟
交

通
安
全
運
動
ス
覆
！
ガ
ン
は
「
春
で
す
ね
　
無
事
故
で
ス
タ
…
ト
　
こ
の
岬
奪
縣

で
す
が
、
松
之
忠
町
の
標
雛
も
心
に
と
め
て
い
た
だ
き
｝
奪
問
交
逢
事
故
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞

よ
く
見
て
ね
　
こ
の
子
の
牽
来
を

優
秀
賞

パ
パ
待
っ
て
　
僕
が
ベ
ル
ト
を

奨
励
賞

ス
ピ
董
ド
と
　
眠
気
と
漉
漸
が

小
さ
な
手
　
大
き
く
の
ば
し
て

坂
道
は
　
ス
ピ
ー
ド
患
し
す
ぎ

自
転
庫
の
　
ス
ビ
ー
ド
飛
び
嵐
し

気
を
つ
け
て
　
急
い
で
い
て
も

潴
さ
な
い
で

浦
照
小
学
校
五
葎

締
め
る
ま
で

　
松
之
山
小
学
校
黒
年

命
取
り

　
松
之
山
中
学
校
㎜
“
瓢
奪

交
通
安
全

　
松
之
山
小
学
校
六
年

要
漉
意

　
松
羅
小
学
校
～
奪

　
あ
ぶ
な
い
ぞ

　
松
璽
小
学
校
二
年

飛
び
出
す
な

　
松
羅
小
学
校
繭
俸

曳
由
　
一
鶴
く
ん

相
沢
繋
彦
く
ん

禰
漂
敦
志
く
ん

中
鶴
芙
美
さ
ん

嵩
橋
竜
一
く
ん

佐
藤
憩
懲
く
ん

蕎
橋
菜
摘
さ
ん

撃



1
Φ
F
卜
1

歳ノ神が夜空をこがした

第徊豪雪塾
民泊で雪国生活を体験

懸
輝
嚢
．

参撫餐みんなで歳ノ神をつくりまし

わが家の人気者⑱

だいち

大地ちゃん登場（2歳

久傑鑓達也・さおりさん長舅

　　　新霞（つんね1
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2
鍔
熱
鷺
か
ら
3
欝
問
、
浦
繊
地

賦
で
豪
鱈
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
擁
春
全
貴
が
農

家
へ
民
鴻
し
な
が
ら
、
家
族
ぐ
る
み

の
丈
流
を
行
い
蜜
醐
体
験
を
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
攣
闘
の

参
撫
轡
は
例
薙
に
比
べ
少
な
く
3
7
名

で
し
た
．

　
参
糠
さ
れ
た
人
の
中
に
は
、
今
園

で
8
樹
目
の
参
加
と
い
う
人
も
い
て

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
糠
し
な
い
と
、

新
し
い
年
に
な
っ
た
黛
が
し
な
い
。
隔

と
譜
し
て
い
ま
し
た
．

　
捻
黛
の
歳
の
神
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

午
後
2
聴
よ
り
地
元
の
入
と
参
撫
奮

で
歳
の
神
を
作
り
始
め
、
木
に
ワ
ラ

を
結
ん
だ
り
、
木
を
起
こ
し
て
ー
つ

に
絞
り
烹
げ
て
羅
大
な
歳
の
神
が
磁

来
上
が
り
ま
し
た
。

　
陽
が
沈
み
肌
寒
く
な
る
と
、
み
ん

な
が
御
神
瀬
を
飲
み
、
あ
ち
こ
ち
で

残
っ
た
ワ
ラ
を
燃
や
し
て
暖
を
と
り

濠
し
た
。
ま
た
、
屡
潟
で
は
、
焼
き

鳥
や
お
で
ん
、
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り

な
ど
が
次
々
と
繊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
年
男
郊
女
が
一
斉
に
歳
の
神
に
点

火
す
る
と
、
雰
々
と
炎
を
上
げ
そ
ば

に
近
づ
け
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の

後
は
竹
に
結
ん
だ
餅
や
ス
ル
メ
を
残

り
火
で
焼
き
、
参
糠
潔
は
零
鼠
な
ら

で
は
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　家では、「だいちゃん藩と呼ば

れています、ボクはヂお父さん、

お母さんまと呼んでいます。好き

な食べ物は、プリン、手炸りコ

ロッケ、サラダ、みかんです、今

は外で毎β鱈遊びをしています、

簸近は人の物まねをして人を楽

しませています。特に北島薫郎の

1’与｛難の歌が得意です．また、

アニメの膏楽に合わせて．歌った

り、踊ったりしています．

1お母さんからの一露】

　しっかりと大地を踏みしめな

がら、たくましい男の子になって

もらいたいです．

」

春7橘vノ瓢蹴％ワ　鴫　ワ　　　沖縄から参茄した玉城さん一家

豫蹴粥野幕裂講契露
　　…羅遍翻，織聾鼓欝

綴欝舞1会1獄
婁o

℃

鬼
は
外
、
福
は
内

　
松
之
由
保
育
所
で
節
分
の
麗
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
箆
た
ち
は
自

分
で
つ
く
っ
た
鬼
の
爾
を
か
ぶ
り
、

集
ま
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
離
で
歌
を
歌
っ
た
後
、
一

人
ひ
と
り
が
追
い
出
し
た
い
鬼
を
発

表
し
ま
し
た
。
「
風
那
ひ
き
鬼
や
、
慧

地
悪
鬼
、
泣
き
磁
蒐
幅
を
追
い
撮
そ

う
と
、
簸
後
は
大
き
い
声
で
「
鬼
は

外
、
橿
は
内
』
と
雷
い
な
が
ら
、
箱

に
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
豊
や
お
藁
子
が

巻
か
れ
る
と
、
期
慧
し
た
袋
に
急
い

で
拾
っ
て
い
入
れ
ま
し
た
．

　
季
節
ご
と
の
こ
の
よ
う
な
行
事
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

みんなで体操してリラックス

冬
期
講
座

　
1
月
下
旬
か
ら
各
集
落
を
会
場
と

し
て
行
わ
れ
た
冬
期
講
座
は
、
こ
の

春
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
も
あ
り
関

心
が
蕩
か
っ
た
よ
う
で
す
．

　
簸
初
に
保
健
編
祉
繰
長
よ
り
、
来

年
度
の
町
の
事
業
に
つ
い
て
の
鋭
明

が
あ
り
、
触
直
接
支
払
綱
度
偏
や
物
大

地
の
芸
術
祭
」
、
新
し
く
で
き
た
「
松

濤
園
賑
に
つ
い
て
語
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
保
健
介
護
係
長
か
ら
4
月
か

ら
始
ま
る
介
護
保
険
に
つ
い
て
理
荏

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
王
時

闇
ほ
ど
説
覇
を
受
け
ま
し
た
．
そ
の

後
、
介
纒
予
防
の
た
め
の
体
操
を
教

わ
り
ま
し
た
。
簡
単
な
動
き
で
も
寝

た
き
り
の
予
防
に
な
る
こ
と
を
教
わ

り
み
な
さ
ん
熱
心
に
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

松
之
山
小
学
校
区
民

　
　
　
　
ス
キ
ー
大
会

　
2
月
2
0
臼
に
松
之
出
小
常
校
周
辺

を
会
場
に
ス
キ
…
大
会
が
麗
催
さ
れ

ま
し
た
。
醐
会
式
は
町
営
往
宅
蔚
で

行
わ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
、
引
き

続
き
舷
宅
横
の
ゲ
レ
ン
デ
を
鍵
い
ス

タ
葦
ト
し
ま
し
た
、

　
そ
の
後
は
、
会
場
を
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
移
し
、
興
瞭
レ
ー
ス
の
門
こ

こ
ほ
れ
ー
わ
ん
わ
ん
！
嵐
や
「
風
船

劉
り
恥
「
ボ
…
ル
送
り
楠
な
ど
の
競
技

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
．
競
技
は
、

小
学
盤
は
紅
総
対
抗
、
叫
般
参
茄
麿

は
6
チ
…
ム
に
劉
れ
て
勝
敗
を
競
い

禽
い
ま
し
た
．
午
後
か
ら
は
、
ク
頂

ス
カ
ン
ト
リ
…
競
技
や
リ
レ
ー
競
技

が
行
わ
れ
会
場
は
3
時
過
ぎ
談
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ボール送り競技

園
園
團
圏
囲
七
転
び

　
　
　
　
　
　
圃
因
回
八
起
き
の
人
生

　
N
g
K
相
撲
解
説
潜
の
庵
輩
親
方

　
く
元
琴
風
）
の
七
転
び
八
趨
き
の
相

撲
人
盤
の
講
演
を
お
語
し
し
ま
す
．

　
相
撲
と
い
う
の
は
勝
無
で
あ
る
。

勝
負
と
い
う
の
は
勝
た
な
け
れ
ば
伺

も
退
つ
て
こ
な
い
、
い
く
ら
頭
張
つ

て
も
結
築
が
出
な
け
れ
ば
駄
廻
、

勝
っ
て
初
め
て
頑
張
っ
た
と
い
え
る
。

　
力
士
に
と
つ
て
一
番
蕾
し
い
時
、

ど
ん
底
に
あ
る
時
ど
う
す
る
か
、
心

を
強
く
持
っ
て
霞
分
の
カ
で
繭
に
出

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
番
群
心

で
あ
る
、

　
心
技
体
と
い
う
相
綾
に
は
灘
つ
の

、
卵
帖
織
藥
が
あ
る
。
　
一
つ
は
心
で
あ
る
。

慧
つ
は
捜
で
あ
る
。
蕪
つ
鍛
の
体
は

か
ら
だ
で
あ
る
。
技
と
体
に
溺
れ
た

力
士
は
強
く
な
ら
な
い
、
や
っ
ぱ
り

…
番
は
心
で
あ
る
．
や
る
餓
で
あ
り
、

闘
争
心
で
あ
る
．
相
撲
は
人
盤
の
縮

図
で
あ
る
．
藩
し
い
時
は
露
分
か
ら

筋
に
出
て
、
よ
っ
て
、
つ
っ
て
、
押

し
礁
し
て
勝
っ
て
ゆ
く
、
人
の
力
を

借
り
て
勝
つ
相
撲
を
憶
え
る
と
ろ
く

な
事
は
な
い
、
す
な
わ
ち
膚
す
か
し
、

う
っ
ち
ゃ
り
、
引
い
て
勝
つ
相
撲
を

憶
え
た
力
土
は
、
優
勝
も
し
な
い
し
、

純o．69

横
綱
に
も
な
れ
な
い
．

　
．
。
、
年
兜
の
稽
古
と
．
う
こ
と
が
あ

る
．
こ
れ
は
、
撫
と
涙
の
結
繍
で
署

い
力
士
が
、
盤
懸
勲
砂
を
嚇
み
な
が

ら
稽
露
に
励
み
、
頑
張
っ
た
分
㎜
年

後
に
必
ず
花
を
咲
か
す
と
謬
う
慧
瞭

で
あ
る
．

　
講
演
を
聴
い
て
、
「
著
い
と
き
の
欝

労
は
買
っ
て
で
も
し
蒼
と
い
う
名

霞
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
露
分
に

厳
し
く
と
い
う
械
め
の
欝
薬
で
す
。

人
の
｝
盤
は
相
撲
と
違
い
、
長
い
人

盤
に
講
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
良
い
時
よ
り
は
む
し
ろ
悪
い
鱒
の

方
が
多
い
の
が
人
盆
で
す
が
、
誰
の

人
鑑
に
も
相
撲
の
よ
う
に
努
力
す
れ

ば
必
ず
後
で
花
が
咲
く
、
頑
張
れ
ば

頑
張
っ
た
分
だ
け
大
き
な
花
が
咲
く

と
思
い
豪
す
．

　
　
　
　
　
　
東
東
事
務
所
　
佐
藤

”
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イ
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に
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に
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後
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で
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た
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は
町
営
往
宅
蔚
で

行
わ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
、
引
き

続
き
舷
宅
横
の
ゲ
レ
ン
デ
を
鍵
い
ス

タ
葦
ト
し
ま
し
た
、

　
そ
の
後
は
、
会
場
を
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
移
し
、
興
瞭
レ
ー
ス
の
門
こ

こ
ほ
れ
ー
わ
ん
わ
ん
！
嵐
や
「
風
船

劉
り
恥
「
ボ
…
ル
送
り
楠
な
ど
の
競
技

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
．
競
技
は
、

小
学
盤
は
紅
総
対
抗
、
叫
般
参
茄
麿

は
6
チ
…
ム
に
劉
れ
て
勝
敗
を
競
い

禽
い
ま
し
た
．
午
後
か
ら
は
、
ク
頂

ス
カ
ン
ト
リ
…
競
技
や
リ
レ
ー
競
技

が
行
わ
れ
会
場
は
3
時
過
ぎ
談
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ボール送り競技

園
園
團
圏
囲
七
転
び

　
　
　
　
　
　
圃
因
回
八
起
き
の
人
生

　
N
g
K
相
撲
解
説
潜
の
庵
輩
親
方

　
く
元
琴
風
）
の
七
転
び
八
趨
き
の
相

撲
人
盤
の
講
演
を
お
語
し
し
ま
す
．

　
相
撲
と
い
う
の
は
勝
無
で
あ
る
。

勝
負
と
い
う
の
は
勝
た
な
け
れ
ば
伺

も
退
つ
て
こ
な
い
、
い
く
ら
頭
張
つ

て
も
結
築
が
出
な
け
れ
ば
駄
廻
、

勝
っ
て
初
め
て
頑
張
っ
た
と
い
え
る
。

　
力
士
に
と
つ
て
一
番
蕾
し
い
時
、

ど
ん
底
に
あ
る
時
ど
う
す
る
か
、
心

を
強
く
持
っ
て
霞
分
の
カ
で
繭
に
出

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
番
群
心

で
あ
る
、

　
心
技
体
と
い
う
相
綾
に
は
灘
つ
の

、
卵
帖
織
藥
が
あ
る
。
　
一
つ
は
心
で
あ
る
。

慧
つ
は
捜
で
あ
る
。
蕪
つ
鍛
の
体
は

か
ら
だ
で
あ
る
。
技
と
体
に
溺
れ
た

力
士
は
強
く
な
ら
な
い
、
や
っ
ぱ
り

…
番
は
心
で
あ
る
．
や
る
餓
で
あ
り
、

闘
争
心
で
あ
る
．
相
撲
は
人
盤
の
縮

図
で
あ
る
．
藩
し
い
時
は
露
分
か
ら

筋
に
出
て
、
よ
っ
て
、
つ
っ
て
、
押

し
礁
し
て
勝
っ
て
ゆ
く
、
人
の
力
を

借
り
て
勝
つ
相
撲
を
憶
え
る
と
ろ
く

な
事
は
な
い
、
す
な
わ
ち
膚
す
か
し
、

う
っ
ち
ゃ
り
、
引
い
て
勝
つ
相
撲
を

憶
え
た
力
土
は
、
優
勝
も
し
な
い
し
、

純o．69

横
綱
に
も
な
れ
な
い
．

　
．
。
、
年
兜
の
稽
古
と
．
う
こ
と
が
あ

る
．
こ
れ
は
、
撫
と
涙
の
結
繍
で
署

い
力
士
が
、
盤
懸
勲
砂
を
嚇
み
な
が

ら
稽
露
に
励
み
、
頑
張
っ
た
分
㎜
年

後
に
必
ず
花
を
咲
か
す
と
謬
う
慧
瞭

で
あ
る
．

　
講
演
を
聴
い
て
、
「
著
い
と
き
の
欝

労
は
買
っ
て
で
も
し
蒼
と
い
う
名

霞
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
露
分
に

厳
し
く
と
い
う
械
め
の
欝
薬
で
す
。

人
の
｝
盤
は
相
撲
と
違
い
、
長
い
人

盤
に
講
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
良
い
時
よ
り
は
む
し
ろ
悪
い
鱒
の

方
が
多
い
の
が
人
盆
で
す
が
、
誰
の

人
鑑
に
も
相
撲
の
よ
う
に
努
力
す
れ

ば
必
ず
後
で
花
が
咲
く
、
頑
張
れ
ば

頑
張
っ
た
分
だ
け
大
き
な
花
が
咲
く

と
思
い
豪
す
．

　
　
　
　
　
　
東
東
事
務
所
　
佐
藤

”



1
卜
F
卜

松之由生涯学習だより

§
，
…
］

　
　
　
　
　
5
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
3
／
お
～
4
／
掲

県
ス
撫
ー
連
盟
公
認

第
8
園
松
滋
幽
温
祭
繍
S
T
・

　
ジ
蚤
繍
ア
¢
S
し
大
会

▼
期
欝
　
3
月
2
5
欝
（
土
）

▼
時
間
　
午
爾
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
種
目
　
大
鰍
転

▼
参
撫
資
格
　
⑦
小
学
盗
A
ハ
6
奪
）

　
男
子
・
女
子
　
②
小
学
盤
β
（
4

　
も
5
年
）
男
子
・
女
子
門
小
学
隻

　
3
年
以
下
は
、
所
腐
長
の
推
薦
が

　
あ
れ
ば
出
場
で
き
ま
す
。
｝
　
③
中

　
学
鷹
（
王
～
3
銀
）
男
子
・
女
子

☆
定
員
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
　
　
　
　
　
町
ん
　
　
　
い
り

　
　
　
　
　
　
由
さ
　
　
合
ご

　
　
　
　
　
　
之
く
　
　
を
え

　
　
　
　
　
　
松
た
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
も
を
　
　
雛
の

　
　
　
　
　
　
度
座
　
　
イ
せ

　
　
　
　
　
　
年
講
　
　
ラ
わ

　
　
　
　
　
　
鴛
　
・
　
　
ト
舎

　
　
　
　
　
　
羅
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
黛
灘

　
　
　
　
　
　
春
　
焦
牲
な

　
　
　
　
　
　
ぐ
よ
し
鰯
み

　
　
　
　
　
　
す
で
ま
に

　
　
　
　
　
　
う
館
し
密
瓜

　
　
　
　
　
　
も
残
意
嶋
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
公
構
　
　
書

　
め
切
り
ま
す
。

▼
串
込
期
限
　
3
月
域
欝
（
火
〉

▼
串
込
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
参
撫
料
　
　
　
　
ま
、
5
0
0
円

▼
衷
彰
　
各
組
興
玉
㌻
6
位
ま
で

　
☆
中
学
焦
は
、
！
年
盤
を
簸
象
に

　
　
新
人
優
秀
賞
を
授
与
す
る
（
男

　
　
女
各
王
名
）

参簾ください。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
蘇
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

参
撫
し
よ
う
．

▼
期
鷺

▼
時
闇

▼
会
場

▼
内
容

3
題
鐙
欝
（
量

午
餉
鎗
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
3
時

松
之
撫
温
泉
ス
キ
ー
場

味
の
屋
台
村
、
バ
ン
ド
演

奏
、
ピ
工
獄
シ
ョ
ウ
、
ゲ

ー
ム
大
会
、
ピ
ッ
チ
ン
ゲ

大
点
鱗
、
ジ
ャ
ン
．
ボ
ラ
ー
メ

ン
皐
食
い
大
会
、
も
ち
つ

き
大
会
、
甘
瀬
・
豚
汁
無

料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

第
総
園

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ

　
今
シ
ー
ズ
ン
鍛
後
の
ス
キ
ー
大
会

に
チ
ャ
レ
、
ノ
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
欝

▼
聴
間

▼
会
場

▼
種
目

▼
表
彰

▼
参
舶
料

▼
締
切
黛

3
月
2
6
段
（
縫
）

午
繭
8
時
～
午
後
3
時

松
之
由
濫
泉
ス
キ
董
場

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
鶯
達

ム
〈
2
本
鯛
）

各
総
藁
1
～
3
位
（
小
学

甕
は
6
位
ま
で
）

　
1
、
5
0
0
弩

　
3
月
爲
黛
く
月
）
必
藩

自然伽験教蜜
松之山町の自然を学ぼう．
（小中学癒と親）

成入災期講座
撫活にうるおいを持ちま
しょう。（65歳までの方〉

湯鳥大学
楽しく人生を送りましょう。
（65歳以、Lの方〉

女性
ネツトワーク

楽しい濡動の場を広げよう。
（女性）

磁け花教窯
撫野葦を楽しく生けよう
（一般）

朗読教窯
期読による衷覗を楽しもう。
〈子ども～大人〉

エアロビクス
教蜜

さわやかに薪干をかこう、
（子ど竜）～大入）

陶芸教察
土練りから自分の作贔を仕
、とげてみよう（・…般＞

英会謡教蜜
初心巻の方を懸象に簡蟻な
嬢常会議を学んで英講にな
れよう。←一般〉

社交ダンス
楽しくダンス、心地よいひ
ととき（一般〉

▼
取
込
先
・
連
絡
先

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
協
会
事
務
燭

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
5
4
4

県
ス
ギ
ー
連
盟
鼓
認

ク
簗
ス
カ
ン
ト
》
箋

　
　
　
　
　
ス
ギ
ー
大
会

▼
期
β
　
4
月
絡
欝
（
繕
）

▼
時
闘
午
潮
8
時
3
0
分
～
M
時

▼
会
場
　
大
厳
寺
蕎
原
ク
狐
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
コ
…
ス

▼
種
嬢

　
①
小
学
盗
5
葎
（
男
子
・
女
子
）

　
⑫
小
学
盤
6
奪
（
男
許
・
女
子
）

　
③
中
学
生
三
葎
〈
男
子
・
女
子
）

　
④
中
学
坐
2
・
3
銀
（
男
子
・
女

　
子
）
⑤
少
奪
（
轟
校
生
）
男
子
圭

　
～
3
薙
⑥
成
年
男
子
⑦
少
奪
（
漏

　
校
生
〉
・
成
奪
女
子

☆
（
2
0
0
0
年
4
月
2
鶏
競
蕉
の

　
年
齢
・
学
年
と
す
る
）

☆
学
校
長
の
許
可
が
あ
る
場
合
は
、

　
4
葎
奮
も
出
場
珂
、
こ
の
場
合
は
、

　
5
無
撫
の
部
と
す
る
。

▼
購
込
期
β
　
4
月
7
鶏
（
金
）

　
　
　
　
　
　
罷
午
必
藩

▼
辮
込
・
連
絡
売

　
　
町
公
民
館
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
参
撫
料
　
王
、
0
0
0
円

▼
袋
彰
　
各
組
其
1
～
3
位
に
ト
灘

　
　
　
　
フ
ィ
亙
、
ま
た
王
～
6
位

　
　
　
　
ま
で
欝
状
と
賞
贔

響2

スタート緊張の一瞬

　
　
　
㌶
馨

　
　
　
　
…
灘

　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
繰

難
蟹
鍵

駆
灘
灘

嚢
繋
鰯

　
、
、
月
滋
揖
・
六
鷺
に
第
鷺
新
皿
隈
松
識
菰
由
囚
ス
キ
茎
競
　
技
志
八
く
凋
が
、
松
之
由
濾
褻
“

ス
キ
茎
場
と
町
騰
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
醗
鯉
さ
れ
ま
し
た
．

　
参
撫
し
た
選
乎
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
．
欝
難
牽
名
．
ク
嶽
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
、
、
薄
闘
名
の
選
華
が
、
臼
壊
の
練
習
の
威
嬢
を
翌
揮
し
ま
し
た
．

　
今
麟
は
少
鞍
の
串
、
天
鮫
は
難
り
で
議
獲
の
新
嚢
が
融
け
ず
、
還
の
状
態
は

良
か
っ
た
で
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
は
選
手
の
父
緯
た
ち
が
、
コ
ー

ス
の
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
嚢
U

▽
小
学
生
女
笹
A
　
念
パ
葎
生
〉

①
笹
駕
来
央
（
開
撫
小
）
②
関
漂
千

愚
く
醐
山
小
）
③
憲
賀
理
葱
子
（
灘

爾
J
R
C
）
④
矯
縞
ち
ひ
ろ
（
醐
山

小
）
⑤
擁
藤
麻
代
（
関
山
小
V
⑥
賓

頬
香
澄
〈
関
由
小
）

▼
小
学
生
女
子
8
ハ
五
無
生
以
下
）

①
設
楽
裕
子
（
松
之
山
小
V
⑫
剛
波

希
美
（
松
之
山
小
）
③
佐
藤
翠
（
浦

鑓
小
〉
④
乱
由
奈
々
子
（
外
丸
S
C
）

⑤
樋
欝
友
佳
子
（
松
代
町
ク
獄
カ
ン

J
r
）
⑥
石
野
あ
ゆ
み
（
漂
通
小
）

▼
小
学
校
“
男
峯
A
　
（
｛
パ
駕
生
）

①
相
沢
達
也
（
松
之
山
小
）
②
相
浦

直
貴
（
関
山
小
）
③
志
賀
涜
介
（
松

之
由
小
）
④
窟
下
被
樹
（
関
山
小
）

⑤
後
藤
健
太
（
開
山
小
）
⑥
岡
照
安

斑
く
岡
沢
R
C
）

▼
小
学
校
男
筈
8
（
五
奪
生
以
下
）

①
大
平
翻
（
津
南
J
R
c
y
②
樗
由

葦
太
ハ
松
之
撫
小
）
③
俊
藤
優
貴

　
（
牧
小
）
④
粒
由
昭
文
（
津
南
J
R

C
）
⑤
丸
山
～
仁
ハ
浦
照
小
）
⑥
山

下
雄
望
（
原
通
小
）

▼
中
嚢
生
女
ぎ

①
丸
由
彩
子
（
津
南
J
R
C
）
②
商

林
明
奨
（
澤
南
」
衰
c
）
③
小
林
美

久
（
津
爾
J
R
C
〉
④
著
月
ゆ
か
り

（
松
代
中
）
，
⑤
渡
辺
彊
拳
（
中
郷
巾
）

⑥
北
籾
美
樹
く
灘
繭
J
R
C
）

▼
中
学
生
男
尋

①
商
波
翼
（
松
之
山
中
）
②
著
井
岬

樹
（
灘
南
J
R
C
）
③
吏
田
智
輿

（
津
南
J
R
C
）
④
漉
鑓
翔
（
松
代

中
）
⑤
島
醗
涼
（
津
南
J
R
C
）
⑥

滝
沢
慶
太
（
津
南
」
尺
C
）

【
》
レ
ー
】

▼
小
学
校
女
等

①
M
至
s
s
関
山
⑫
G
F
関
山
③
松

之
由
小
A
④
津
南
J
R
C
A
⑤
松
代

ク
欝
カ
ン
J
r
⑥
津
南
J
R
C
R

▼
小
学
校
男
3

①
M
r
関
山
②
松
之
山
小
A
③
岡
沢

獄
C
④
津
南
～
R
C
A
⑤
牧
小
A
⑥

松
璽
小

▼
中
学
校
女
等

①
津
南
」
沢
C
A
②
濾
南
J
R
C
B

③
松
代
串
④
串
郷
中
A
⑤
安
塚
中

▽
中
学
校
男
警

Φ
松
之
由
串
β
③
松
之
磁
中
A
③
津

幽
」
鷺
C
A
④
松
代
中
A
⑤
漁
南
」

鷺
c
婆
⑥
牧
中

【
大
鐵
転
嗣

▼
小
学
生
女
峯
A
　
（
小
・
学
｛
パ
蕉
生
）

α
幾
谷
用
糠
（
覇
井
獄
C
）
㊤
藤
木

衡
夢
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
③
小

漉
史
穂
美
ハ
嵩
懸
A
J
〉
④
》
藤
巻
智

実
（
醐
由
小
）
⑤
内
鐡
梨
番
（
関
撫

小
）
⑥
鈴
木
静
（
松
代
小
）

▼
小
学
校
女
箏
8
（
五
黛
以
下
）

Φ
藤
ノ
木
香
澄
（
津
南
」
黛
C
〉
③

轟
橋
璽
季
（
松
戴
J
S
C
）
③
水
野

愛
美
（
蕩
照
A
J
）
④
佐
藤
麻
美

　
（
松
黒
J
S
C
）
⑤
内
山
理
穗
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
⑥
樋
鷺
玲
楽
（
松

之
撫
小
）

▼
小
壷
V
生
男
峯
A
　
（
ぬ
パ
葎
生
）

①
山
嫡
雄
太
（
来
広
」
＄
C
）
②
冨

下
元
気
（
関
由
小
）
③
笹
璃
豪
太

　
（
．
簡
醗
A
J
）
④
金
沢
短
広
（
水
沢

R
C
）
⑤
本
間
憩
志
ハ
瓢
搾
籔
S
C
〉

⑥
小
谷
香
竜
（
新
宮
S
C
）

▼
小
学
生
男
笹
B
（
五
葎
生
以
下
）

①
腐
橋
範
行
（
松
里
J
S
C
）
②
小

林
黎
（
舞
子
蕎
療
」
）
③
滝
沢
和
吏

　
（
松
之
山
小
）
④
翻
橋
健
伍
（
松
璽

J
S
9
⑤
岡
本
翔
（
関
山
小
）
⑥

内
懸
秘
成
く
関
山
小
）

▼
中
学
生
女
等

め
秋
蜘
悪
（
女
塚
」
獄
C
）
③
小
撫

　
　
　
（
松
之
撫
中
〉
3
樋
口
知
轡

窒
（
松
之
山
中
〉
＠
照
辺
鞭
絵
（
松

之
山
串
）
⑤
尾
形
綾
（
水
L
中
〉
⑥

佐
藤
智
穂
（
松
之
山
申
）

▼
φ
学
生
男
子

　
　
　
　
　
（
城
繭
中
）
②
桑
療
玄

燈
（
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
．

一
彦
（
末
広
J
R
C
）
④
ぎ
岡
橋
友
溝

（
松
之
撫
串
〉
⑤
俊
藤
祐
磁
（
松
之

撫
串
）
⑥
藤
木
直
洩
（
グ
リ
…
ン
ピ

ア
S
C
）

▽
蕎
校
成
葎
女
筈

①
商
沢
美
紗
（
松
之
由
蕎
〉
⑫
商
橋

奈
澤
子
〈
松
之
由
蔑
〉
③
窪
田
癖
子

　
（
カ
ジ
マ
S
C
〉

▼
轟
校
焦
男
子

①
猪
俣
光
弘
（
松
之
由
嵩
）
②
由
下

隼
人
（
薮
窩
S
C
）
③
宮
沢
隆
夫

　
（
水
沢
衰
C
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
、

中学校男子で優勝した高波翼くん

灘



1
卜
F
卜

松之由生涯学習だより

§
，
…
］

　
　
　
　
　
5

“ωゆ
目
勿

　
　
、
、
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
3
／
お
～
4
／
掲

県
ス
撫
ー
連
盟
公
認

第
8
園
松
滋
幽
温
祭
繍
S
T
・

　
ジ
蚤
繍
ア
¢
S
し
大
会

▼
期
欝
　
3
月
2
5
欝
（
土
）

▼
時
間
　
午
爾
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
種
目
　
大
鰍
転

▼
参
撫
資
格
　
⑦
小
学
盗
A
ハ
6
奪
）

　
男
子
・
女
子
　
②
小
学
盤
β
（
4

　
も
5
年
）
男
子
・
女
子
門
小
学
隻

　
3
年
以
下
は
、
所
腐
長
の
推
薦
が

　
あ
れ
ば
出
場
で
き
ま
す
。
｝
　
③
中

　
学
鷹
（
王
～
3
銀
）
男
子
・
女
子

☆
定
員
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
　
　
　
　
　
町
ん
　
　
　
い
り

　
　
　
　
　
　
由
さ
　
　
合
ご

　
　
　
　
　
　
之
く
　
　
を
え

　
　
　
　
　
　
松
た
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
も
を
　
　
雛
の

　
　
　
　
　
　
度
座
　
　
イ
せ

　
　
　
　
　
　
年
講
　
　
ラ
わ

　
　
　
　
　
　
鴛
　
・
　
　
ト
舎

　
　
　
　
　
　
羅
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
か
お

　
　
　
　
　
　
黛
灘

　
　
　
　
　
　
春
　
焦
牲
な

　
　
　
　
　
　
ぐ
よ
し
鰯
み

　
　
　
　
　
　
す
で
ま
に

　
　
　
　
　
　
う
館
し
密
瓜

　
　
　
　
　
　
も
残
意
嶋
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
公
構
　
　
書

　
め
切
り
ま
す
。

▼
串
込
期
限
　
3
月
域
欝
（
火
〉

▼
串
込
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
参
撫
料
　
　
　
　
ま
、
5
0
0
円

▼
衷
彰
　
各
組
興
玉
㌻
6
位
ま
で

　
☆
中
学
焦
は
、
！
年
盤
を
簸
象
に

　
　
新
人
優
秀
賞
を
授
与
す
る
（
男

　
　
女
各
王
名
）

参簾ください。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
蘇
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

参
撫
し
よ
う
．

▼
期
鷺

▼
時
闇

▼
会
場

▼
内
容

3
題
鐙
欝
（
量

午
餉
鎗
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
3
時

松
之
撫
温
泉
ス
キ
ー
場

味
の
屋
台
村
、
バ
ン
ド
演

奏
、
ピ
工
獄
シ
ョ
ウ
、
ゲ

ー
ム
大
会
、
ピ
ッ
チ
ン
ゲ

大
点
鱗
、
ジ
ャ
ン
．
ボ
ラ
ー
メ

ン
皐
食
い
大
会
、
も
ち
つ

き
大
会
、
甘
瀬
・
豚
汁
無

料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

第
総
園

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ

　
今
シ
ー
ズ
ン
鍛
後
の
ス
キ
ー
大
会

に
チ
ャ
レ
、
ノ
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
欝

▼
聴
間

▼
会
場

▼
種
目

▼
表
彰

▼
参
舶
料

▼
締
切
黛

3
月
2
6
段
（
縫
）

午
繭
8
時
～
午
後
3
時

松
之
由
濫
泉
ス
キ
董
場

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
鶯
達

ム
〈
2
本
鯛
）

各
総
藁
1
～
3
位
（
小
学

甕
は
6
位
ま
で
）

　
1
、
5
0
0
弩

　
3
月
爲
黛
く
月
）
必
藩

自然伽験教蜜
松之山町の自然を学ぼう．
（小中学癒と親）

成入災期講座
撫活にうるおいを持ちま
しょう。（65歳までの方〉

湯鳥大学
楽しく人生を送りましょう。
（65歳以、Lの方〉

女性
ネツトワーク

楽しい濡動の場を広げよう。
（女性）

磁け花教窯
撫野葦を楽しく生けよう
（一般）

朗読教窯
期読による衷覗を楽しもう。
〈子ども～大人〉

エアロビクス
教蜜

さわやかに薪干をかこう、
（子ど竜）～大入）

陶芸教察
土練りから自分の作贔を仕
、とげてみよう（・…般＞

英会謡教蜜
初心巻の方を懸象に簡蟻な
嬢常会議を学んで英講にな
れよう。←一般〉

社交ダンス
楽しくダンス、心地よいひ
ととき（一般〉

▼
取
込
先
・
連
絡
先

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
協
会
事
務
燭

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
5
4
4

県
ス
ギ
ー
連
盟
鼓
認

ク
簗
ス
カ
ン
ト
》
箋

　
　
　
　
　
ス
ギ
ー
大
会

▼
期
β
　
4
月
絡
欝
（
繕
）

▼
時
闘
午
潮
8
時
3
0
分
～
M
時

▼
会
場
　
大
厳
寺
蕎
原
ク
狐
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
コ
…
ス

▼
種
嬢

　
①
小
学
盗
5
葎
（
男
子
・
女
子
）

　
⑫
小
学
盤
6
奪
（
男
許
・
女
子
）

　
③
中
学
生
三
葎
〈
男
子
・
女
子
）

　
④
中
学
坐
2
・
3
銀
（
男
子
・
女

　
子
）
⑤
少
奪
（
轟
校
生
）
男
子
圭

　
～
3
薙
⑥
成
年
男
子
⑦
少
奪
（
漏

　
校
生
〉
・
成
奪
女
子

☆
（
2
0
0
0
年
4
月
2
鶏
競
蕉
の

　
年
齢
・
学
年
と
す
る
）

☆
学
校
長
の
許
可
が
あ
る
場
合
は
、

　
4
葎
奮
も
出
場
珂
、
こ
の
場
合
は
、

　
5
無
撫
の
部
と
す
る
。

▼
購
込
期
β
　
4
月
7
鶏
（
金
）

　
　
　
　
　
　
罷
午
必
藩

▼
辮
込
・
連
絡
売

　
　
町
公
民
館
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
参
撫
料
　
王
、
0
0
0
円

▼
袋
彰
　
各
組
其
1
～
3
位
に
ト
灘

　
　
　
　
フ
ィ
亙
、
ま
た
王
～
6
位

　
　
　
　
ま
で
欝
状
と
賞
贔

響2

スタート緊張の一瞬

　
　
　
㌶
馨

　
　
　
　
…
灘

　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
繰

難
蟹
鍵

駆
灘
灘

嚢
繋
鰯

　
、
、
月
滋
揖
・
六
鷺
に
第
鷺
新
皿
隈
松
識
菰
由
囚
ス
キ
茎
競
　
技
志
八
く
凋
が
、
松
之
由
濾
褻
“

ス
キ
茎
場
と
町
騰
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
醗
鯉
さ
れ
ま
し
た
．

　
参
撫
し
た
選
乎
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
．
欝
難
牽
名
．
ク
嶽
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
、
、
薄
闘
名
の
選
華
が
、
臼
壊
の
練
習
の
威
嬢
を
翌
揮
し
ま
し
た
．

　
今
麟
は
少
鞍
の
串
、
天
鮫
は
難
り
で
議
獲
の
新
嚢
が
融
け
ず
、
還
の
状
態
は

良
か
っ
た
で
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
は
選
手
の
父
緯
た
ち
が
、
コ
ー

ス
の
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
嚢
U

▽
小
学
生
女
笹
A
　
念
パ
葎
生
〉

①
笹
駕
来
央
（
開
撫
小
）
②
関
漂
千

愚
く
醐
山
小
）
③
憲
賀
理
葱
子
（
灘

爾
J
R
C
）
④
矯
縞
ち
ひ
ろ
（
醐
山

小
）
⑤
擁
藤
麻
代
（
関
山
小
V
⑥
賓

頬
香
澄
〈
関
由
小
）

▼
小
学
生
女
子
8
ハ
五
無
生
以
下
）

①
設
楽
裕
子
（
松
之
山
小
V
⑫
剛
波

希
美
（
松
之
山
小
）
③
佐
藤
翠
（
浦

鑓
小
〉
④
乱
由
奈
々
子
（
外
丸
S
C
）

⑤
樋
欝
友
佳
子
（
松
代
町
ク
獄
カ
ン

J
r
）
⑥
石
野
あ
ゆ
み
（
漂
通
小
）

▼
小
学
校
“
男
峯
A
　
（
｛
パ
駕
生
）

①
相
沢
達
也
（
松
之
山
小
）
②
相
浦

直
貴
（
関
山
小
）
③
志
賀
涜
介
（
松

之
由
小
）
④
窟
下
被
樹
（
関
山
小
）

⑤
後
藤
健
太
（
開
山
小
）
⑥
岡
照
安

斑
く
岡
沢
R
C
）

▼
小
学
校
男
筈
8
（
五
奪
生
以
下
）

①
大
平
翻
（
津
南
J
R
c
y
②
樗
由

葦
太
ハ
松
之
撫
小
）
③
俊
藤
優
貴

　
（
牧
小
）
④
粒
由
昭
文
（
津
南
J
R

C
）
⑤
丸
山
～
仁
ハ
浦
照
小
）
⑥
山

下
雄
望
（
原
通
小
）

▼
中
嚢
生
女
ぎ

①
丸
由
彩
子
（
津
南
J
R
C
）
②
商

林
明
奨
（
澤
南
」
衰
c
）
③
小
林
美

久
（
津
爾
J
R
C
〉
④
著
月
ゆ
か
り

（
松
代
中
）
，
⑤
渡
辺
彊
拳
（
中
郷
巾
）

⑥
北
籾
美
樹
く
灘
繭
J
R
C
）

▼
中
学
生
男
尋

①
商
波
翼
（
松
之
山
中
）
②
著
井
岬

樹
（
灘
南
J
R
C
）
③
吏
田
智
輿

（
津
南
J
R
C
）
④
漉
鑓
翔
（
松
代

中
）
⑤
島
醗
涼
（
津
南
J
R
C
）
⑥

滝
沢
慶
太
（
津
南
」
尺
C
）

【
》
レ
ー
】

▼
小
学
校
女
等

①
M
至
s
s
関
山
⑫
G
F
関
山
③
松

之
由
小
A
④
津
南
J
R
C
A
⑤
松
代

ク
欝
カ
ン
J
r
⑥
津
南
J
R
C
R

▼
小
学
校
男
3

①
M
r
関
山
②
松
之
山
小
A
③
岡
沢

獄
C
④
津
南
～
R
C
A
⑤
牧
小
A
⑥

松
璽
小

▼
中
学
校
女
等

①
津
南
」
沢
C
A
②
濾
南
J
R
C
B

③
松
代
串
④
串
郷
中
A
⑤
安
塚
中

▽
中
学
校
男
警

Φ
松
之
由
串
β
③
松
之
磁
中
A
③
津

幽
」
鷺
C
A
④
松
代
中
A
⑤
漁
南
」

鷺
c
婆
⑥
牧
中

【
大
鐵
転
嗣

▼
小
学
生
女
峯
A
　
（
小
・
学
｛
パ
蕉
生
）

α
幾
谷
用
糠
（
覇
井
獄
C
）
㊤
藤
木

衡
夢
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
③
小

漉
史
穂
美
ハ
嵩
懸
A
J
〉
④
》
藤
巻
智

実
（
醐
由
小
）
⑤
内
鐡
梨
番
（
関
撫

小
）
⑥
鈴
木
静
（
松
代
小
）

▼
小
学
校
女
箏
8
（
五
黛
以
下
）

Φ
藤
ノ
木
香
澄
（
津
南
」
黛
C
〉
③

轟
橋
璽
季
（
松
戴
J
S
C
）
③
水
野

愛
美
（
蕩
照
A
J
）
④
佐
藤
麻
美

　
（
松
黒
J
S
C
）
⑤
内
山
理
穗
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
⑥
樋
鷺
玲
楽
（
松

之
撫
小
）

▼
小
壷
V
生
男
峯
A
　
（
ぬ
パ
葎
生
）

①
山
嫡
雄
太
（
来
広
」
＄
C
）
②
冨

下
元
気
（
関
由
小
）
③
笹
璃
豪
太

　
（
．
簡
醗
A
J
）
④
金
沢
短
広
（
水
沢

R
C
）
⑤
本
間
憩
志
ハ
瓢
搾
籔
S
C
〉

⑥
小
谷
香
竜
（
新
宮
S
C
）

▼
小
学
生
男
笹
B
（
五
葎
生
以
下
）

①
腐
橋
範
行
（
松
里
J
S
C
）
②
小

林
黎
（
舞
子
蕎
療
」
）
③
滝
沢
和
吏

　
（
松
之
山
小
）
④
翻
橋
健
伍
（
松
璽

J
S
9
⑤
岡
本
翔
（
関
山
小
）
⑥

内
懸
秘
成
く
関
山
小
）

▼
中
学
生
女
等

め
秋
蜘
悪
（
女
塚
」
獄
C
）
③
小
撫

　
　
　
（
松
之
撫
中
〉
3
樋
口
知
轡

窒
（
松
之
山
中
〉
＠
照
辺
鞭
絵
（
松

之
山
串
）
⑤
尾
形
綾
（
水
L
中
〉
⑥

佐
藤
智
穂
（
松
之
山
申
）

▼
φ
学
生
男
子

　
　
　
　
　
（
城
繭
中
）
②
桑
療
玄

燈
（
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
．

一
彦
（
末
広
J
R
C
）
④
ぎ
岡
橋
友
溝

（
松
之
撫
串
〉
⑤
俊
藤
祐
磁
（
松
之

撫
串
）
⑥
藤
木
直
洩
（
グ
リ
…
ン
ピ

ア
S
C
）

▽
蕎
校
成
葎
女
筈

①
商
沢
美
紗
（
松
之
由
蕎
〉
⑫
商
橋

奈
澤
子
〈
松
之
由
蔑
〉
③
窪
田
癖
子

　
（
カ
ジ
マ
S
C
〉

▼
轟
校
焦
男
子

①
猪
俣
光
弘
（
松
之
由
嵩
）
②
由
下

隼
人
（
薮
窩
S
C
）
③
宮
沢
隆
夫

　
（
水
沢
衰
C
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
、

中学校男子で優勝した高波翼くん
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ボランティア募集説明会にはフ0名が鎚席

校生にも呼びかけを、アーティストの作品綱作β程を教え

てほしい、ボランティア購士の横の連携などの提案が畿さ

れ、今後事業に活かしていくことになりました．

　会場には，東察ボランティア総織ギ小蛇隊（こへびたい〉2

のメンバー5名も掬わり、ビデオでの活動報皆や初めて越

後妻有を訪れた感想、抱負が述べられました．

東京ボランテイア綴織・小蛇隊の活動

　策窟での大地の芸衛祭ボランティア組織として、妻轡協

働連携総織・小蛇隊〈愛称〉が動き綴しています．メンバー

鎗代・20代の美衛系の大学盤を中心としてi憩名を超え、

ホームペー一ジ作成、プレスヘの梼報提供、イベントの運営

作家の通訳など、行動を郷う活勤を進めています。鰹週土

曜9には東窟事務漸で定例会が開かれ、参撮伶家のスライ

ドレクチャーなどが行われています。また、3月捻1ヨには

代宮慮でf東東ボランティア大集会」を顯き、漿東ボラン

ティアの輪を広げていく講顧です。

　　　　　お問い舎わせ

十田町地域広域事務総合企灘振興諜

　　丁εし　　0257　－　57－　2637

　　F　A　X　　O257　－　57　－　2285

津南町長賞

　　「うしろの牛さんのんびりしてる」

　　窩橋あずささん（千手小学校〉

大地の芸術祭公闘発表会を聡催

　越後妻膚大地の芸徳祭実行委員会では、この夏闘催する

ヂ越後妻有アートトリエンナーレ2000」の参纐アーティス

トと作贔プラン、イベントの詳綴、運営体鰯などを正式に

発表し、事業への理解を呼びかけるため、ヂ大地の芸衛祭公

闘発衰会3を開催します、

　入場無料、どなたでも参簾できます。この機会にぜひお

鐵かけいただき、事業への支援をお願いします．

沼　時　3月29臼（水）午後7時～9時

会　場　十鷺町市渓会館ホール（十8町帯学校町〉

プログラム　○本鐙実行委員長あいさっ

　　　　　○平山新潟県知事あいさつ

　　　　　○大地の芸衛祭全体プレゼンテーション

　　　　　○各地での取紹紹介

　　　　　○ゲストアー一ティストあいさつ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
質

町
○
○
○
○
○
○

　
ム
　
ラ
　
グ
　
ロ
　
プ

ボランティア説明会に70名が出席

　大地の芸衛祭では、様々な場癒で事業を支えていただく

ボランティアスタッフを募集しています。募集いただいた

方々、事業に関心を持っておられる方々が…岡に会して、

2月23目・サンクロス十欝町で第王囲のボランティア内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟の説萌会が醐催されました。

　夜問にも関わらず、新潟帝、上越窃などからも含めて70

名が鵡講。総合コーディネーター北川フラム氏による事業

説明、事務局からボランティアの業務内容などの説明のあ

と、出席春の自邑紹介が行われました。質疑では、地域高

松之出町長賞

　　　ヂお祭りの前β3

　　　　猫栗かおりさん（中越高校）

霊4

お知らせ曇

松之郵舞欝∫マ斐場　 倣6－3三31

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
心
を
育
む
つ
ど
い

ポ
ー
ル
・
牧
氏
に
よ
る

講
演
「
生
き
る
た
め
の
霞
葉
漏

β
時
　
3
月
2
0
鷺
（
月
）

会
場
　
新
井
市
ふ
れ
あ
い
会
館

　
入
場
無
料

お
悶
い
合
わ
せ

　
新
井
市
社
会
橘
観
協
議
会

僧
0
2
5
5
－
7
2
－
7
6
6
0

講
熱
判

　
場
樫
使
わ
れ
て
い
る
桃
魚
の
入
湯

券
は
、
3
月
雛
B
で
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
翠
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
．

　
4
月
よ
り
緑
魚
の
入
湯
券
に
な
り

ま
す
。
3
月
中
に
各
戸
に
灘
霧
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
町
振
興
謙
商
工
観
光
係

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で

い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

　
今
奪
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
竃
が
嬉

ま
り
ま
す
。
　
…
度
顔
を
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
と
て
も
い
い
織
分
に
な
り

ま
す
よ
。
著
い
先
鷹
か
ら
笑
顔
と
パ

ワ
ー
を
い
た
だ
き
．
い
い
汗
を
漉
し

て
み
豪
せ
ん
か
、

期
β
　
4
月
5
田
（
水
）
か
ら

　
　
　
簿
週
水
曜
沼

講購場
籐闘漸

会
費

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

午
後
8
聴
か
ら
三
時
問
畢
泣

大
欝
悦
宇
先
盤

　
　
　
（
津
南
町
筏
往
〉

月
1
、
0
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ

　
小
野
塚
光
枝
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
1
5
9

第
3
回
雪
劃
草
展
示
会

　
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
薯
劉
藁
を
増

や
し
、
窃
盤
地
の
復
活
を
目
指
し
、

展
激
会
を
醐
催
し
ま
す
．

期
β
　
3
月
畑
臼
（
鐵
）

　
　
　
　
2
0
欝
（
月
）

場
勝
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
｝

時
闘
　
午
麟
9
時
～
午
後
4
時

あ
な
た
の
献
血
で

多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
す

　
撫
液
が
不
建
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
健
康
な
磁
液
を
愛
の
献
撫
に
よ

り
お
願
い
し
ま
す
．

田
程
　
3
月
鍛
欝
（
金
）

会
場
　
松
之
出
町
役
場

時
闘
　
午
蔚
9
時
3
0
分
～
捻
時

　
　
午
後
三
時
～
3
時
3
0
分

今
醸
は
全
甑
献
搬
の
み
で
す
。

公
民
館
園
書
室
を

ご
利
爾
の
皆
さ
ま
へ

　
い
つ
も
公
鍵
館
図
霧
塞
を
ご
利
辮

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
．

　
図
書
の
貸
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

の
で
お
簿
ら
せ
し
衷
す
．

　
4
月
よ
り
貸
出
カ
ー
ド
に
詑
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

貸
出
方
法

①
2
枚
複
写
の
黛
出
カ
ー
ド
に
記
入

　
く
だ
さ
い
。

②
ま
枚
は
、
添
と
｝
緒
に
お
持
ち
く

　
だ
さ
い
。

③
2
枚
目
は
、
貸
礁
カ
ー
ド
入
れ
箱

　
に
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
本
を
返
す
と
き
は
、
本
と
貸
轟
カ

　
ー
ド
を
図
書
返
隷
箱
に
一
緒
に
入

　
れ
て
く
だ
さ
い
。

図
書
利
用
の
き
蔑
鱗

黛
轟
騰
数
　
ま
園
一
人
5
醗
ま
で

貸
出
期
潤
　
2
週
問
以
内

霧
へ
、
・

な
い
の
誓
ー
　
艶

捕メ

」

し
磨
ま
6

う
．
筆
ん
ぢ
豊
　
　
・
鋤

　
　
　
　
　
　
み
○

・
え
っ
ち
ゃ
ん
ぢ
も

お
雛
ま
を
ρ

弊
攣
λ
鴨
。
て
．

健
臨

“
灘
動
欝

禰

轡老β
勲

塗窮

こ
玩
で
お
ー

　
　
　
　
　
，
鯵

ゐ
い
ぐ
3
教
之
κ
た
㌻
が

町
保
健
セ
ン
タ
！
か
ら

犬
登
録
業
務
の
お
矩
ら
せ

　
4
肩
王
鷺
か
ら
次
の
業
務
が
県
か

ら
町
に
変
わ
り
ま
す
。

①
犬
の
登
録
、
鑑
札
の
交
付

②
涯
鮒
済
票
の
交
付

③
犬
の
死
豊
等
の
鷺
出
の
受
理

④
犬
登
録
事
項
の
変
礎
漏
で
の
受
理

⑤
登
録
承
数
料
及
び
漁
躯
済
票
交
付

　
手
数
料
の
徴
収

⑥
鑑
札
、
濾
財
済
票
の
爾
交
付

⑦
登
録
の
変
更
、
除
ゑ

　
ま
た
、
集
合
漉
財
は
、
今
ま
で
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
の
集
舎
漉

鮒
は
5
月
捻
鷺
〈
金
〉
の
予
定
で
す

が
、
後
撮
醐
劉
通
短
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
舘
か
ら
像
漸
地
の
町
轡

で
な
け
れ
ば
登
録
、
濾
尉
の
串
講
が

で
き
な
く
な
り
豪
す
の
で
、
ご
溢
意

く
だ
さ
い
。

善
憲
に
感
謝
し
蒙
す

　
驚
幾
会
禰
縫
協
議
機
に
ざ
審
樽

が
あ
頓
叢
し
だ
。
驚
の
窪
竃
橿
縫

の
陶
滋
の
海
め
に
活
駕
き
慰
て
瞬

撫
だ
毒
談
楼
。
あ
勢
が
と
う
ご
ざ

い
叢
じ
懸
．

▼
東
出
　
渡
辺
カ
シ
子

　
　
　
　
　
5
0
、
0
0
0
鍔
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ボランティア募集説明会にはフ0名が鎚席

校生にも呼びかけを、アーティストの作品綱作β程を教え

てほしい、ボランティア購士の横の連携などの提案が畿さ

れ、今後事業に活かしていくことになりました．

　会場には，東察ボランティア総織ギ小蛇隊（こへびたい〉2

のメンバー5名も掬わり、ビデオでの活動報皆や初めて越

後妻有を訪れた感想、抱負が述べられました．

東京ボランテイア綴織・小蛇隊の活動

　策窟での大地の芸衛祭ボランティア組織として、妻轡協

働連携総織・小蛇隊〈愛称〉が動き綴しています．メンバー

鎗代・20代の美衛系の大学盤を中心としてi憩名を超え、

ホームペー一ジ作成、プレスヘの梼報提供、イベントの運営

作家の通訳など、行動を郷う活勤を進めています。鰹週土

曜9には東窟事務漸で定例会が開かれ、参撮伶家のスライ

ドレクチャーなどが行われています。また、3月捻1ヨには

代宮慮でf東東ボランティア大集会」を顯き、漿東ボラン

ティアの輪を広げていく講顧です。

　　　　　お問い舎わせ

十田町地域広域事務総合企灘振興諜

　　丁εし　　0257　－　57－　2637

　　F　A　X　　O257　－　57　－　2285

津南町長賞

　　「うしろの牛さんのんびりしてる」

　　窩橋あずささん（千手小学校〉

大地の芸術祭公闘発表会を聡催

　越後妻膚大地の芸徳祭実行委員会では、この夏闘催する

ヂ越後妻有アートトリエンナーレ2000」の参纐アーティス

トと作贔プラン、イベントの詳綴、運営体鰯などを正式に

発表し、事業への理解を呼びかけるため、ヂ大地の芸衛祭公

闘発衰会3を開催します、

　入場無料、どなたでも参簾できます。この機会にぜひお

鐵かけいただき、事業への支援をお願いします．

沼　時　3月29臼（水）午後7時～9時

会　場　十鷺町市渓会館ホール（十8町帯学校町〉

プログラム　○本鐙実行委員長あいさっ

　　　　　○平山新潟県知事あいさつ

　　　　　○大地の芸衛祭全体プレゼンテーション

　　　　　○各地での取紹紹介

　　　　　○ゲストアー一ティストあいさつ
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ボランティア説明会に70名が出席

　大地の芸衛祭では、様々な場癒で事業を支えていただく

ボランティアスタッフを募集しています。募集いただいた

方々、事業に関心を持っておられる方々が…岡に会して、

2月23目・サンクロス十欝町で第王囲のボランティア内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟の説萌会が醐催されました。

　夜問にも関わらず、新潟帝、上越窃などからも含めて70

名が鵡講。総合コーディネーター北川フラム氏による事業

説明、事務局からボランティアの業務内容などの説明のあ

と、出席春の自邑紹介が行われました。質疑では、地域高

松之出町長賞

　　　ヂお祭りの前β3

　　　　猫栗かおりさん（中越高校）
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盤
地
の
復
活
を
目
指
し
、

展
激
会
を
醐
催
し
ま
す
．

期
β
　
3
月
畑
臼
（
鐵
）

　
　
　
　
2
0
欝
（
月
）

場
勝
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
｝

時
闘
　
午
麟
9
時
～
午
後
4
時

あ
な
た
の
献
血
で

多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
す

　
撫
液
が
不
建
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
健
康
な
磁
液
を
愛
の
献
撫
に
よ

り
お
願
い
し
ま
す
．

田
程
　
3
月
鍛
欝
（
金
）

会
場
　
松
之
出
町
役
場

時
闘
　
午
蔚
9
時
3
0
分
～
捻
時

　
　
午
後
三
時
～
3
時
3
0
分

今
醸
は
全
甑
献
搬
の
み
で
す
。

公
民
館
園
書
室
を

ご
利
爾
の
皆
さ
ま
へ

　
い
つ
も
公
鍵
館
図
霧
塞
を
ご
利
辮

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
．

　
図
書
の
貸
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

の
で
お
簿
ら
せ
し
衷
す
．

　
4
月
よ
り
貸
出
カ
ー
ド
に
詑
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

貸
出
方
法

①
2
枚
複
写
の
黛
出
カ
ー
ド
に
記
入

　
く
だ
さ
い
。

②
ま
枚
は
、
添
と
｝
緒
に
お
持
ち
く

　
だ
さ
い
。

③
2
枚
目
は
、
貸
礁
カ
ー
ド
入
れ
箱

　
に
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
本
を
返
す
と
き
は
、
本
と
貸
轟
カ

　
ー
ド
を
図
書
返
隷
箱
に
一
緒
に
入

　
れ
て
く
だ
さ
い
。

図
書
利
用
の
き
蔑
鱗

黛
轟
騰
数
　
ま
園
一
人
5
醗
ま
で

貸
出
期
潤
　
2
週
問
以
内

霧
へ
、
・

な
い
の
誓
ー
　
艶

捕メ

」

し
磨
ま
6

う
．
筆
ん
ぢ
豊
　
　
・
鋤

　
　
　
　
　
　
み
○

・
え
っ
ち
ゃ
ん
ぢ
も

お
雛
ま
を
ρ

弊
攣
λ
鴨
。
て
．

健
臨

“
灘
動
欝

禰

轡老β
勲

塗窮

こ
玩
で
お
ー

　
　
　
　
　
，
鯵

ゐ
い
ぐ
3
教
之
κ
た
㌻
が

町
保
健
セ
ン
タ
！
か
ら

犬
登
録
業
務
の
お
矩
ら
せ

　
4
肩
王
鷺
か
ら
次
の
業
務
が
県
か

ら
町
に
変
わ
り
ま
す
。

①
犬
の
登
録
、
鑑
札
の
交
付

②
涯
鮒
済
票
の
交
付

③
犬
の
死
豊
等
の
鷺
出
の
受
理

④
犬
登
録
事
項
の
変
礎
漏
で
の
受
理

⑤
登
録
承
数
料
及
び
漁
躯
済
票
交
付

　
手
数
料
の
徴
収

⑥
鑑
札
、
濾
財
済
票
の
爾
交
付

⑦
登
録
の
変
更
、
除
ゑ

　
ま
た
、
集
合
漉
財
は
、
今
ま
で
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
の
集
舎
漉

鮒
は
5
月
捻
鷺
〈
金
〉
の
予
定
で
す

が
、
後
撮
醐
劉
通
短
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
舘
か
ら
像
漸
地
の
町
轡

で
な
け
れ
ば
登
録
、
濾
尉
の
串
講
が

で
き
な
く
な
り
豪
す
の
で
、
ご
溢
意

く
だ
さ
い
。

善
憲
に
感
謝
し
蒙
す

　
驚
幾
会
禰
縫
協
議
機
に
ざ
審
樽

が
あ
頓
叢
し
だ
。
驚
の
窪
竃
橿
縫

の
陶
滋
の
海
め
に
活
駕
き
慰
て
瞬

撫
だ
毒
談
楼
。
あ
勢
が
と
う
ご
ざ

い
叢
じ
懸
．

▼
東
出
　
渡
辺
カ
シ
子

　
　
　
　
　
5
0
、
0
0
0
鍔

霊5



1
①
F
卜
1

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
句

雪
空
へ
火
柱
立
て
U
ど
ん
ど
焼

夢
に
ま
で
璽
降
鐸
君
を
見
失
ふ

母
の
忌
の
五
8
の
夜
の
般
若
湯

　
　
　
　
小
谷
（
栄
や
）

鈴
木
　
俊
一

川

柳

・

爆
蘇
酌
ん
で
養
地
決
ま
ら
ぬ
ぽ
た
ん
雪

カ
レ
ン
ダ
剥
が
れ
て
余
生
ふ
と
よ
ぎ
る

深
、
雪
な
き
燈
投
げ
着
地
痛
か
ろ
に

　
　
　
　
黒
　
倉
（
一
枚
朗
〉
草
材

柳
友
作
品
紹
介

す
み
ま
せ
ん
夫
も
い
ま
す
子
も
い
ま
す

臼
の
丸
の
影
に
脅
え
る
鳩
の
群
れ

説
明
書
読
ま
ず
に
息
子
ば
か
琴
呼
び

翼
春

妙三三
　　重
子浦予

◇3簿鷲β～鱗βの予定

19隷　松之li藷温泉

　　　ボーダークロス大会

璽繍　町内小学校卒業式

26弩　松之山温泉

　　　スキーカーニバル

4葺1　春の全圃交逓安全運動

　　　15窃まで

こよみ

◇2肩の畠来事

6翼　松之山スキー競技大会

U縫　越後松之患豪雲塾

27鷺　松之出温泉スノーボード

　　　大会

　
夢
日
記
よ
り

春
は
、
卒
薬
、
進
学
、
就
職
、
転

勤
な
ど
で
、
別
れ
の
季
節
で
あ
り
、

出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
．
新

し
い
人
盤
に
は
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
期
待
も
あ
り
ま
す
．
町
内
企
業

の
求
人
は
、
不
景
気
な
こ
と
も
あ
り
、

多
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
町
の
蕎
齢

化
に
俸
い
、
著
い
人
を
求
め
る
潜
蕪

的
露
要
は
あ
る
よ
う
な
餓
が
し
ま

す
、
こ
の
春
は
何
人
の
覇
栓
会
人
が

町
に
残
る
で
し
ょ
う
か
．
今
無
は
、

介
護
繰
険
直
接
支
払
綱
度
、
大
地

の
芸
衝
祭
な
ど
大
き
な
事
業
が
闘

始
さ
れ
豪
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
新

た
な
腰
幣
を
盗
み
出
す
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

町民憲章昭孝峯、53年7購、淀

　わたしたちは松之由町蔑です．郷土を愛し

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町畏の合欝葉

　　1．美しい緑と雲の塗で

　　　　　　　　・1〉豊かな人になろう

　　玉、ブナの穂が触れ舎うように

　　　　　　　　連捧の心をもとう

　　1、湧きいづる蕩泉のように

　　　　　　　　劇造のカを腐めよう

36

匠圃回團
おめでた（患生〉
あ　ニ

亜子ちゃん　長澤　章・美披子さん

　　　　　　　　　　茨水酷（明　墨）
おの　

芳総ちゃん　俊藤疋徳・恵子さん

　　　　　　　　　　天水越（照之屋〉

おくやみ（菟亡）

渡邊欝久治さん　66歳　東　出（締の木）

関根嚢治さん80歳　藤　倉（天　辺〉

保駁　キミさん65歳　豊　醗（中　島）

＊2角鷲葺から2月2劔ヨまでの漏磁分です．

＊広報に載せてほしくない方は、撮出の時に

窓環にお詔ください．

饗の
　　　　　　　2増29縫環在

総入1：13，257人（一2〉

　　男　王，5難人（一玉）

　　女三，686人（一三〉

盤帯数　i，捻5芦←一ユ〉

　　　　（〉内は髄綴との比較

温泉センター（鷹の湯〉1

『1休館β営業時間
3昨9・16綱鵬一2塒

4月16・13・20・貿1購一踊

　　　　　　細し　　　　　無
嘩月～4月億毎週木曜βが林館βです。
（ただし、体館段が祝蟹田の場合は、竪臼が
林みとなります。）

広報

｛

発背雛／薄威ま2頬4鰐越無纏集・発薮／梅之1，騨f役場総務譲

ヂ蝿一躍縮難棄頚織邸松加町大字松之鶴212－21蹴（脳郷一3茎3ま職（125券9略酬灘5

鍵灘灘麹醜難灘蟹

灘纒盤1
　　　韓》醒韓

松建出竃役場電議番縁一覧

総務諜02559－6－3搬（幾表〉

税務会欝諜　6－3蓬52

産業諜　　6－3総2

振興諜　　6－31雛
建設金業諜

（建　設〉　　6一雛錨
（まゴ下灘く漣勢　　6一奎鼓恐2

議会事務燭　　6一鍛62

像健セ3～ター　　6－3望O…5

3／2業式卒高松

　3月2鷺に安塚蕩等学校松之由分校の

卒叢式が行われました、この春の卒業盗

は23名で、ほとんどの人が、大学や奪鱒

学校へ進学します．楽業式が体畜館で響

われた後、売盗や樫校生、父兜が校魔に

並び卒業生の巖後のお冤送りをしました。

みなさん名残借しそうに劉れを措しんで

いました．

欝盤紙巻痩駕し1て鱒ます


